
庶
しょ
民
みん
の娯

ご
楽
らく
として根づいた大

おお
相
ず
撲
もう

　相撲は，初めは朝
ちょう

廷
てい

の年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

でしたが，江
え

戸
ど

時代になると，大
だい

名
みょう

が
お抱

かか
えの力

りき
士
し

たちを競わせるようになりました。その後，土
ど

俵
ひょう

が造
つく

られ，
寄
よ

り切
き

りなどの技
わざ

が生まれたことで，相撲を見る楽しみは増
ぞう

加
か

し，庶民
の娯楽として人気を得

え
ました。また，相撲を職

しょく
業
ぎょう

とする人々も現
あらわ

れ，信
しな

濃
の
（長野県）出身で松

まつ
江
え

藩
はん
（島根県）お抱えの雷

らい
電
でん

など，人気力士も誕
たん

生
じょう

し
ました。

歴史
プラス

2　力
りき
士
し
の土

ど
俵
ひょう
入り〈歌川国芳作 『勧進大相撲土俵入之図』 東京都立中央図書館特

別文庫室蔵〉
5

江
え

戸
ど

っ子
こ

を夢
む

中
ちゅう

にさせた
娯
ご

楽
らく

と浮
うき

世
よ

絵
え

8　隅
すみ
田
だ
川
がわ
の花火大会　江

え
戸
ど
時代になって合

かっ
戦
せん
がなくなる

と，火薬の技
ぎ
術
じゅつ
が花火に生かされ，観

かん
賞
しょう
用の花火が各地へと

広まりました。享
きょう
保
ほう
の飢

き
きんの翌年には，死者の霊

れい
を慰

なぐさ
める

祭として，隅田川で花火が打ち上げられ，江戸の夏の名物と
なりました。火

ひ
除
よけ
地
ち
から盛

さか
り場に発

はっ
展
てん
した両

りょう
国
ごく
橋の周りは，

たくさんの人々でにぎわいました。〈歌川国虎作 『江戸両国橋夕
涼大花火之図』 江戸東京博物館蔵〉

4

江
え
戸
ど
の人々は，どのようなことに

夢
む
中
ちゅう
になっていたのかな。

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　生

古

　墳

飛

　鳥

奈
良

平

　
　安

鎌

　倉

南
北
朝

室 

町

戦

　国

江

　戸

明
治
大正

昭
和

平成

安土
桃山

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　生

古

　墳

飛

　鳥

奈
良

平

　
　安

鎌

　倉

南
北
朝

室 

町

戦

　国

江

　戸

明
治
大正

昭
和

平成

安土
桃山

138

03中歴_138-141.indd   138 2020/03/17   19:52

狂き
ょ
う

歌か
川せ

ん

柳り
ゅ
う

俳は
い

諧か
い

「白河」は，元白河藩
はん

主
しゅ

（福島県）であった松
まつ

平
だいら

定
さだ
（福（福
信
のぶ

を，「田沼」は，田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

のことを指して
います。

2 東東東
とうと

洲洲洲
しゅうし

斎斎斎斎
さいさい

写写写
しゃゃ

楽楽楽
らくく

が描が描が描
えがえ

いたいたいた歌歌歌歌
か

舞舞舞
ぶぶ

伎伎伎
きき

の役の役の役
やくや

者者者
しゃゃし

絵絵絵
えええ
〈重要文化財 東京国立博物館蔵〉〈重要文化財 東京国立博物館蔵〈重要文化財 東京国立博物館蔵〉
2

8 江江江
えええ

戸戸戸
どど

の本屋の様子のの本屋の様子の本屋の様子 印印印
いんん

刷刷刷
さつつさ

や製や製や製
せいせせ

本本本
ほんほほん

の技の技の技
ぎぎ

術術術
じゅつじ

が発達したことで，浮がが発発達したことでで 浮が発達したことで 浮，
うきき

世世世
よよ

絵絵絵
ええ

ややや
長長長
ちょうょ

編編編
へんへ

小説などの多くの出小説などの多くの出小説などの多くの出
しゅっし

版版版
ぱんんぱ

物が発行物が発行物が発行
され，ベストセラーも生まれました。され ベストセラーも生まれま たされ ベストセラーも生まれました
安い値安い値安い値

ねねね

段段段
だんだだん

で本を貸でで本を貸で本を貸
かかか

す店も増す店も増す店も増
ふふ

え，庶え 庶え 庶
しょししょ

民民民
みんみみん

に至に至に至
いたいた

るまで広く読まれるようになりるまでで広く読まれるようになりるまで広く読まれるようになり
ました。ました。ました 〈京都外国語大学附属図書館蔵〉〈京都外国語大学附属図書館蔵〈京都外国語大学附属図書館蔵〉

3

5

10

学習
課題

江
ええ

戸
どど

時
じじ

代
だいだい

後
こうこう

半
はんはん

には，どのような特
とくとく

色
しょくしょく

を持
もも

った文
ぶぶんぶん

化
かか

が展
てん

開
かい

したのだ
ろうか。江

え

戸
ど

の庶
しょ

民
みん

が
担
にな

った化
か

政
せい

文
ぶんぶん

化
かか3

　　江
え

戸
ど

に経
けい

済
ざい

の中
ちゅう

心
しん

を移
うつ

す田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

による政
せい

策
さく

に伴
ともな

い，文
ぶん

化
か

の中
ちゅう

心
しん

も上
かみ

方
がた

から江
え

戸
ど

に移
うつ

りました。この
ころ，貨

か

幣
へい

の改
かい

鋳
ちゅう

によって多
おお

くのお金
かね

が回
まわ

り，大
だい

飢
き

きんも起
お

こらな
かったため，裕

ゆう

福
ふく

な町
ちょう

人
にん

だけではなく庶
しょ

民
みん

も手
て

にしたお金
かね

で娯
ご

楽
らく

を
楽
たの

しむようになりました。火
か

事
じ

が多
おお

い江
え

戸
ど

に設
もう

けられた火
ひ

除
よけ

地
ち

は，
人
ひと

々
びと

が集
あつ

まる盛
さか

り場
ば

となりました。19世
せい

紀
き

初
はじ

めの文
ぶん

化
か

・文
ぶん

政
せい

期
き

を
中
ちゅう

心
しん

に花
はな

開
ひら

いた，江
え

戸
ど

の庶
しょ

民
みん

による文
ぶん

化
か

を化
か

政
せい

文
ぶん

化
か

といいます。
　歌

か

舞
ぶ

伎
き

はさらに人
にん

気
き

を集
あつ

め，相
す

撲
もう

や落
らく

語
ご

を楽
たの

しむ寄
よ

席
せ

が庶
しょ

民
みん

にも
広
ひろ

く親
した

しまれました。また，幕
ばく

府
ふ

の政
せい

治
じ

や庶
しょ

民
みん

の生
せい

活
かつ

を風
ふう

刺
し

してよ
む川

せん

柳
りゅう

や狂
きょう

歌
か

が流
りゅう

行
こう

し，俳
はい

諧
かい

では情
じょう

景
けい

を巧
たく

みに表
ひょう

現
げん

した与
よ

謝
さ

蕪
ぶ

村
そん

や
農
のう

民
みん

の感
かん

情
じょう

をくみ取
と

った小
こ

林
ばやしば

一
いっ

茶
さ

らが評
ひょう

判
ばん

を得
え

ました。
印
いん

刷
さつ

技
ぎ

術
じゅつ

の発
はっ

達
たつ

を背
はい

景
けい

に，浮
うき

世
よ

絵
え

における錦
にしき

絵
え

とよばれる多
た

色
しょく

刷
ず

りの版
はん

画
が

が登
とう

場
じょう

し，歌
か

舞
ぶ

伎
き

の人
にん

気
き

役
やく

者
しゃ

を描
えが

いた東
とう

洲
しゅう

斎
さい

写
しゃ

楽
らく

や美
び

人
じん

画
が

庶
しょしょ

民
みんみん

による
化
かか

政
せいせい

文
ぶんぶん

化
かか →p.136

→p.132
かね

→p.129
うふく

4

→p.132
たたた

，1 5

史料 史料 史料，
ばば
→p.132
ししいっ さ

6

→p.133
ききき やくくく

2

4 歌歌歌
かか

舞舞舞
ぶぶぶ

伎伎伎
ききき

の劇の劇の劇
げきげげき

場場場
じょうじじょう

常　常常
じょううじょう

設設設
せつつせつ

の芝の芝の芝
しばししば

居居居
いい

小屋が小小屋が小屋が設設設
もううもう

けられ，けられけられ 質質質
しつつしつ

を高めるさまざまなを高めるさまざまなを高めるさまざまな工工工
くくく

夫夫夫
ふうふふう

と演と演演と演
えんえんえん

出出出
しゅつつしゅつ

が行われたことで，歌舞伎に対する人気はますます高まっていきましが行われたことで 歌舞伎伎に対する人気はますます高まっていきましがが行われたことで，歌舞伎に対する人気はますます高まっていきまし
た。観客は，一日中，飲食や会話をしながら歌舞伎を楽しみました。た 観客は 一日中 飲食や会話話をしながら歌舞舞伎を楽しみましたた 観客は 日中 飲食や会話をしながら歌舞伎を楽しみました， ， 舞伎 〈三代目三代〈三代目
歌川豊国作 『踊形容江戸絵栄』 東京都 江戸東京博物館蔵〉歌川豊国作 踊形容江戸絵栄 東京都 江戸東京博物館蔵〉歌川豊国作『踊形容江戸絵栄』東京都 江戸東京博物館蔵〉

1

86

製
せい

本
ほん

作業

本の宣
せん

伝
でん

書
しょ

棚
だな
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小学校●地理●公民との関連 歌川（安藤）広重（小），本居宣長（小），杉田玄白（小），『解体新書』（小），伊能忠敬（小），寺子屋（小）

5

10

15

を描
えが

いた喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

らが活
かつ

躍
やく

しました。町
ちょう

人
にん

だけでなく，生
せい

活
かつ

にゆ
とりが生

う

まれた百
ひゃく

姓
しょう

も寺
じ

社
しゃ

参
さん

詣
けい

などの旅
たび

に出
で

かけるようになり，葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

や歌
うた

川
がわ

（安
あん

藤
どう

）広
ひろ

重
しげ

は街
かい

道
どう

などの風
ふう

景
けい

画
が

を描
えが

いて人
ひと

々
びと

の旅
たび

心
ごころ

を
かきたてました。また，本

ほん

も数
かず

多
おお

く印
いん

刷
さつ

され始
はじ

め，旅
たび

先
さき

での出
で

来
き

事
ごと

や名
めい

所
しょ

を描
えが

いた十
じっ

返
ぺん

舎
しゃ

一
いっ

九
く

の『東
とう

海
かい

道
どう

中
ちゅう

膝
ひざ

栗
くり

毛
げ

』は，旅
たび

の案
あん

内
ない

書
しょ

とし
て評

ひょう

判
ばん

となりました。曲
きょく

亭
てい

（滝
たき

沢
ざわ

）馬
ば

琴
きん

の『南
なん

総
そう

里
さと

見
み

八
はっ

犬
けん

伝
でん

』などの長
ちょう

編
へん

小
しょう

説
せつ

も多
おお

くの人
ひと

々
びと

に読
よ

まれました。こうした印
いん

刷
さつ

物
ぶつ

や旅
たび

先
さき

での
人
ひと

々
びと

の交
こう

流
りゅう

によって，江
え

戸
ど

の文
ぶん

化
か

は地
ち

方
ほう

にも伝
つた

わっていきました。
　　武

ぶ

士
し

の学
がく

問
もん

として儒
じゅ

学
がく

が奨
しょう

励
れい

されていましたが，

しだいに仏
ぶっ

教
きょう

や儒
じゅ

教
きょう

が伝
つた

わる前
まえ

の日
にっ

本
ぽん

古
こ

来
らい

の精
せい

神
しん

に
学
まな

ぼうとする国
こく

学
がく

がおこり，本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

が『古
こ

事
じ

記
き

伝
でん

』を書
か

いて国
こく

学
がく

を
大
たい

成
せい

させました。国
こく

学
がく

は当
とう

時
じ

の社
しゃ

会
かい

を批
ひ

判
はん

する考
かんが

えや天
てん

皇
のう

を尊
とうと

ぶ考
かんが

え（尊
そん

王
のう

）に結
むす

び付
つ

き，幕
ばく

末
まつ

の尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

運
うん

動
どう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。
　一

いっ

方
ぽう

，徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

が洋
よう

書
しょ

関
かん

連
れん

の輸
ゆ

入
にゅう

禁
きん

止
し

を緩
ゆる

めたことで，西
せい

洋
よう

の学
がく

問
もん

を研
けん

究
きゅう

する蘭
らん

学
がく

が盛
さか

んになりました。江
え

戸
ど

では医
い

師
し

の杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

や
前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

らがオランダ語
ご

の人
じん

体
たい

解
かい

剖
ぼう

書
しょ

を翻
ほん

訳
やく

して『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を出
しゅっ

版
ぱん

し，平
ひら

賀
が

源
げん

内
ない

は日
にっ

本
ぽん

で初
はじ

めて発
はつ

電
でん

機
き

や寒
かん

暖
だん

計
けい

を作
つく

りました。上
かみ

方
がた

の

→p.135
どうど ひ

→p.122C2

8 79

3

→p.123オ

国
こくこく

学
がくがく

と蘭
らん

学
がく

→p.125
まえええ

→p.165
いよう

→p.134
んんがく

→p.135

11

12

8 解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

と前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

は，人体解
かい

剖
ぼう

の見学の際
さい

，オランダの医学書と見
み

比
くら

べ，そ
の正
せい

確
かく

さに驚
おどろ

き翻
ほん

訳
やく

を決意しました。見学のと
き，優

すぐ

れた技
ぎ

術
じゅつ

と知
ち

識
しき

で彼らに解剖の説明をし
たのは，差別された身分の人でした。当時の医
学はこうした人々にも支

ささ

えられていました。〈兵
庫県 神戸市立博物館蔵〉

12

4 杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

（1733～
1817）〈東京都 早稲田大
学図書館蔵〉

11

4
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

が描
えが

いた風景画 北斎
は，大

だい

胆
たん

な構
こう

図
ず

と
色使いで，さまざ
まな富

ふ

士
じ

山
さん

の姿
すがた

を
描きました。〈『富嶽
三十六景 神奈川沖浪
裏』 静岡県 MOA美術
館蔵〉

8

世界に驚
おどろ

きを与
あた

えた浮
うき

世
よ

絵
え

　江戸の一
いっ
般
ぱん
の人々やその生活風景を題材として，多

た
色
しょく
刷
ず
りで

印刷された浮世絵の描
えが
く世界は，当時のヨーロッパでは例のない

ものでした。さらに，日本の浮世絵の大
だい
胆
たん
な構

こう
図
ず
やコントラスト

をはっきりとさせるような色使いは，ゴッホやモネなどのヨーロッ
パの絵画にも大きな影

えい
響
きょう
を与え，「ジャポニスム」とよばれました。

歴史
プラス

8 歌
うた

川
がわ

（安
あん

藤
どう

）広
ひろ

重
しげ

が描
えが

いた
浮世絵〈東京国立博物館蔵〉
9 8 ゴッホが描

えが

いた油絵〈オ
ランダ ゴッホ美術館蔵〉
10

8 伊
い

勢
せ

参
まい

り　庶
しょ

民
みん

の旅行は原
げん

則
そく

禁
きん

止
し

されていましたが，寺社への参
さん

詣
けい

と
いう形で旅をすることができました。伊

い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

は一生に一度は行きたい庶民
の憧

あこが

れでした。〈歌川（安藤）広重作 『伊勢神宮 宮川の渡し』 神奈川県立歴史博物館蔵〉
　　　　どんな人々が参

さん

詣
けい

に来ているだろうか。

7

資料活用

伊勢神宮

「
お
か
げ
ま
い
り
」

140
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江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

後
こうこう

期
きき

に行
おこなおこな

われた幕
ばくばく

政
せいせい

の諸
しょ

改
かい

革
かく

は，どのような結
けっけっ

果
かか

で
あったか，社

しゃしゃ

会
かいかい

の変
へんへん

化
かか

と関
かんかん

連
れんれん

づけてそれぞれ説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第５節の問いを振り返ろう

p.134~141 ヒント

幕府の改革はどのような内
容だったか，確認しよう。

8 伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

が作成した地図　その正
せい

確
かく

さによ
り，明

めい

治
じ

以
い

降
こう

においても，この地図に基
もと

づいて
地図が作成されました。北海道の地図の作成に
は間

ま

宮
みや

林
りん

蔵
ぞう

（→p.160）も貢
こう

献
けん

しています。

14

〈『大日本沿海輿地全図』 
（小図） 重要文化財 東京（小図）重要文化財 東京
国立博物館蔵〉
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1919191919

江江江

戸戸戸

5

10

15

学
がく

者
しゃ

たちは私
し

塾
じゅく

を作
つく

って町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

を交
まじ

えて学
まな

び，長
なが

崎
さき

ではオラン
ダ商

しょう

館
かん

の医
い

師
し

シーボルトが蘭
らん

学
がく

者
しゃ

や医
い

学
がく

者
しゃ

を育
そだ

てました。
西
せい

洋
よう

の知
ち

識
しき

は測
そく

量
りょう

術
じゅつ

を進
しん

歩
ぽ

させ，伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

はその技
ぎ

術
じゅつ

を基
もと

に正
せい

確
かく

な日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

を作
さく

成
せい

しました。測
そく

量
りょう

術
じゅつ

や天
てん

文
もん

学
がく

が急
きゅう

速
そく

に進
しん

歩
ぽ

した背
はい

景
けい

には，外
がい

国
こく

船
せん

の来
らい

航
こう

により日
にっ

本
ぽん

の地
ち

図
ず

を正
せい

確
かく

に作
つく

る必
ひつ

要
よう

があったこ
とや，測

そく

量
りょう

の基
き

礎
そ

技
ぎ

術
じゅつ

である和
わ

算
さん

が広
ひろ

まったこともありました。
　　18世

せい

紀
き

ごろから，町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

の間
あいだ

で教
きょう

育
いく

が盛
さか

ん
になり，寺

てら

子
こ

屋
や

が増
ふ

えました。寺
てら

子
こ

屋
や

では商
しょう

売
ばい

や農
のう

村
そん

の運
うん

営
えい

のために「読
よ

み・書
か

き・そろばん」が学
まな

ばれ，幕
ばく

末
まつ

には文
も

字
じ

を読
よ

める人
ひと

の割
わり

合
あい

は世
せ

界
かい

的
てき

にも高
たか

い水
すい

準
じゅん

となりました。さらに私
し

塾
じゅく

が各
かく

地
ち

に出
で

来
き

て，読
どく

書
しょ

を通
つう

じた仲
なか

間
ま

組
そ

織
しき

も結
けっ

成
せい

され，儒
じゅ

学
がく

・蘭
らん

学
がく

・

国
こく

学
がく

を深
ふか

く学
まな

ぶ裕
ゆう

福
ふく

な町
ちょう

人
にん

や農
のう

民
みん

も登
とう

場
じょう

しました。また，諸
しょ

藩
はん

も藩
はん

政
せい

改
かい

革
かく

のなかで教
きょう

育
いく

を重
じゅう

視
し

し，藩
はん

の武
ぶ

士
し

の子
し

弟
てい

のための藩
はん

校
こう

をつ
くって人

じん

材
ざい

を育
いく

成
せい

しました。こうして，近
きん

代
だい

へ続
つづ

く教
きょう

育
いく

の土
ど

台
だい

が日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

に出
で

来
き

上
あ

がりました。

13

14

→p.137
ぎぎぎ じ

→p.133

広
ひろひろ

がる教
きょうきょう

育
いくいく

15

16

→p.123オ，
いいい
3

17

8 寺
てら

子
こ

屋
や

僧
そう

侶
りょ

や浪
ろう

人
にん

が先生になり，町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

の子どもに，個
こ

人
じん

ごとの課題を与
あた

えて教えていました。８～９歳
さい

ごろから通いまし
た。〈渡辺崋山筆『一掃百態図』 重要文化財 愛知県 田原市博物館蔵〉

15

6 寺
てら

子
こ

屋
や

で使われた女
じょ

性
せい

用教科書　寺子屋では，
「読み・書き・そろばん」
以外にも，礼

れい

儀
ぎ

作
さ

法
ほう

や裁
さい

縫
ほう

など日常生活に役立つ知
ち

識
しき

を学習しました。〈宮城
県 仙台市博物館蔵〉

16

8 閑
しず

谷
たに

学校　岡山藩
はん

の池
いけ

田
だ

光
みつ

政
まさ

（1609～
82）は，積極的に儒

じゅ

学
がく

の教えを藩
はん

政
せい

に取り入
れました。そして，武

ぶ

士
し

を対象とした藩
はん

校
こう

以
外にも，庶

しょ

民
みん

を対象とした閑谷学校をつくっ
て，武士から庶民に至

いた

る藩内のあらゆる人々
への教育に努めました。〈岡山県（公財）特別史
跡旧閑谷学校顕彰保存会提供〉

17

国
　宝

印
いんいん

刷
さつさつ

技
ぎ

術
じゅつ

が人
ひとひと

々
びとびと

に与
あた

えた影
えい

響
きょう

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

してみよう。

国
こくこく

学
がくがく

や蘭
らん

学
がく

など，新
あたらあたら

しい学
がくがく

問
もんもん

の
発
はっはっ

達
たつたつ

が社
しゃしゃ

会
かいかい

に与
あたあた

えた影
えいえい

響
きょうきょう

につい
て説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

4 伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

（1745～1818） 忠敬は，
豪
ごう

商
しょう

の伊能家で商人として成功し，隠
いん

居
きょ

し
た後

のち

，51歳
さい

江で
え

戸
ど

に出て天文学を学びま
した。56歳
のときに幕

ばく

府
ふ

の許
きょ

可
か

を
得
え

て測
そく

量
りょう

の
旅に出発し，
約17年かけ

てて，北は蝦
え

夷
ぞ

地
ち

から南は九州の屋
や

久
く

島島
しまま

まで，各地を測量して歩きました。
〈千千葉県香取市 伊能忠敬記念館蔵〉

13国
　宝
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庶
しょ
民
みん
の娯

ご
楽
らく
として根づいた大

おお
相
ず
撲
もう

　相撲は，初めは朝
ちょう

廷
てい

の年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

でしたが，江
え

戸
ど

時代になると，大
だい

名
みょう

が
お抱

かか
えの力

りき
士
し

たちを競わせるようになりました。その後，土
ど

俵
ひょう

が造
つく

られ，
寄
よ

り切
き

りなどの技
わざ

が生まれたことで，相撲を見る楽しみは増
ぞう

加
か

し，庶民
の娯楽として人気を得

え
ました。また，相撲を職

しょく
業
ぎょう

とする人々も現
あらわ

れ，信
しな

濃
の
（長野県）出身で松

まつ
江
え

藩
はん
（島根県）お抱えの雷

らい
電
でん

など，人気力士も誕
たん

生
じょう

し
ました。

歴史
プラス

2　力
りき
士
し
の土

ど
俵
ひょう
入り〈歌川国芳作 『勧進大相撲土俵入之図』 東京都立中央図書館特

別文庫室蔵〉
5

江
え

戸
ど

っ子
こ

を夢
む

中
ちゅう

にさせた
娯
ご

楽
らく

と浮
うき

世
よ

絵
え

8　隅
すみ
田
だ
川
がわ
の花火大会　江

え
戸
ど
時代になって合

かっ
戦
せん
がなくなる

と，火薬の技
ぎ
術
じゅつ
が花火に生かされ，観

かん
賞
しょう
用の花火が各地へと

広まりました。享
きょう
保
ほう
の飢

き
きんの翌年には，死者の霊

れい
を慰

なぐさ
める

祭として，隅田川で花火が打ち上げられ，江戸の夏の名物と
なりました。火

ひ
除
よけ
地
ち
から盛

さか
り場に発

はっ
展
てん
した両

りょう
国
ごく
橋の周りは，

たくさんの人々でにぎわいました。〈歌川国虎作 『江戸両国橋夕
涼大花火之図』 江戸東京博物館蔵〉

4

江
え
戸
ど
の人々は，どのようなことに

夢
む
中
ちゅう
になっていたのかな。
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狂き
ょ
う

歌か
川せ

ん

柳り
ゅ
う

俳は
い

諧か
い

「白河」は，元白河藩
はん

主
しゅ

（福島県）であった松
まつ

平
だいら

定
さだ
（福（福
信
のぶ

を，「田沼」は，田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

のことを指して
います。

2 東東東
とうと

洲洲洲
しゅうし

斎斎斎斎
さいさい

写写写
しゃゃ

楽楽楽
らくく

が描が描が描
えがえ

いたいたいた歌歌歌歌
か

舞舞舞
ぶぶ

伎伎伎
きき

の役の役の役
やくや

者者者
しゃゃし

絵絵絵
えええ
〈重要文化財 東京国立博物館蔵〉〈重要文化財 東京国立博物館蔵〈重要文化財 東京国立博物館蔵〉
2

8 江江江
えええ

戸戸戸
どど

の本屋の様子のの本屋の様子の本屋の様子 印印印
いんん

刷刷刷
さつつさ

や製や製や製
せいせせ

本本本
ほんほほん

の技の技の技
ぎぎ

術術術
じゅつじ

が発達したことで，浮がが発発達したことでで 浮が発達したことで 浮，
うきき

世世世
よよ

絵絵絵
ええ

ややや
長長長
ちょうょ

編編編
へんへ

小説などの多くの出小説などの多くの出小説などの多くの出
しゅっし

版版版
ぱんんぱ

物が発行物が発行物が発行
され，ベストセラーも生まれました。され ベストセラーも生まれま たされ ベストセラーも生まれました
安い値安い値安い値

ねねね

段段段
だんだだん

で本を貸でで本を貸で本を貸
かかか

す店も増す店も増す店も増
ふふ

え，庶え 庶え 庶
しょししょ

民民民
みんみみん

に至に至に至
いたいた

るまで広く読まれるようになりるまでで広く読まれるようになりるまで広く読まれるようになり
ました。ました。ました 〈京都外国語大学附属図書館蔵〉〈京都外国語大学附属図書館蔵〈京都外国語大学附属図書館蔵〉

3

5

10

学習
課題

江
ええ

戸
どど

時
じじ

代
だいだい

後
こうこう

半
はんはん

には，どのような特
とくとく

色
しょくしょく

を持
もも

った文
ぶぶんぶん

化
かか

が展
てん

開
かい

したのだ
ろうか。江

え

戸
ど

の庶
しょ

民
みん

が
担
にな

った化
か

政
せい

文
ぶんぶん

化
かか3

　　江
え

戸
ど

に経
けい

済
ざい

の中
ちゅう

心
しん

を移
うつ

す田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

による政
せい

策
さく

に伴
ともな

い，文
ぶん

化
か

の中
ちゅう

心
しん

も上
かみ

方
がた

から江
え

戸
ど

に移
うつ

りました。この
ころ，貨

か

幣
へい

の改
かい

鋳
ちゅう

によって多
おお

くのお金
かね

が回
まわ

り，大
だい

飢
き

きんも起
お

こらな
かったため，裕

ゆう

福
ふく

な町
ちょう

人
にん

だけではなく庶
しょ

民
みん

も手
て

にしたお金
かね

で娯
ご

楽
らく

を
楽
たの

しむようになりました。火
か

事
じ

が多
おお

い江
え

戸
ど

に設
もう

けられた火
ひ

除
よけ

地
ち

は，
人
ひと

々
びと

が集
あつ

まる盛
さか

り場
ば

となりました。19世
せい

紀
き

初
はじ

めの文
ぶん

化
か

・文
ぶん

政
せい

期
き

を
中
ちゅう

心
しん

に花
はな

開
ひら

いた，江
え

戸
ど

の庶
しょ

民
みん

による文
ぶん

化
か

を化
か

政
せい

文
ぶん

化
か

といいます。
　歌

か

舞
ぶ

伎
き

はさらに人
にん

気
き

を集
あつ

め，相
す

撲
もう

や落
らく

語
ご

を楽
たの

しむ寄
よ

席
せ

が庶
しょ

民
みん

にも
広
ひろ

く親
した

しまれました。また，幕
ばく

府
ふ

の政
せい

治
じ

や庶
しょ

民
みん

の生
せい

活
かつ

を風
ふう

刺
し

してよ
む川

せん

柳
りゅう

や狂
きょう

歌
か

が流
りゅう

行
こう

し，俳
はい

諧
かい

では情
じょう

景
けい

を巧
たく

みに表
ひょう

現
げん

した与
よ

謝
さ

蕪
ぶ

村
そん

や
農
のう

民
みん

の感
かん

情
じょう

をくみ取
と

った小
こ

林
ばやしば

一
いっ

茶
さ

らが評
ひょう

判
ばん

を得
え

ました。
印
いん

刷
さつ

技
ぎ

術
じゅつ

の発
はっ

達
たつ

を背
はい

景
けい

に，浮
うき

世
よ

絵
え

における錦
にしき

絵
え

とよばれる多
た

色
しょく

刷
ず

りの版
はん

画
が

が登
とう

場
じょう

し，歌
か

舞
ぶ

伎
き

の人
にん

気
き

役
やく

者
しゃ

を描
えが

いた東
とう

洲
しゅう

斎
さい

写
しゃ

楽
らく
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p.140-141p.138-139

文化史のページでは，文化の担い手や文化が生まれた社会的背景について，
それまでに学習してきた政治や経済の内容と関連付けて解説しています。
政治・経済と文化を結び付けて理解することで，日本の歴史を
多面的に捉えることができます。

▶本文やタイトルで文化のおも
な担い手がわかるようになっ
ています。このため，その時
代の文化にどのような特色が
あったのかがより理解しやす
くなっています。

文化の担い手がわかる工夫
ページ 文化 おもな担い手

p.42-47 天平文化 天皇・貴族

p.52-55 国風文化 貴族

p.66-69 鎌倉文化 武士

p.88-91 室町文化 武家・公家・庶民

p.108-111 桃山文化 戦国大名・豪商

文化史—文化が生まれた社会的背景がわかる本文
多面的・多角的に日本の歴史を捉える視点❷

特色

化政文化が生まれた背景について，社会の安定と経
済の発達により豊かになった庶民の存在があったこ
とがわかります。

測量術や天文学が進歩した背景について，外国船の
来航などがあったことがわかります。

ページ 文化 おもな担い手

p.132-133 元禄文化 町人

p.138-141 化政文化 町人・百姓（庶民）

p.204-207 明治の文化 政府

p.224-227 大正・昭和初期の文化 大衆

p.274-277 戦後の文化 大衆
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▶なぜその時代にそのような文化が生まれたのか，
因果関係を明確にして社会的背景がわかるように
しています。

社会的背景がわかる本文

江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

後
こうこう

期
きき

に行
おこなおこな

われた幕
ばくばく

政
せいせい

の諸
しょ

改
かい

革
かく

は，どのような結
けっけっ

果
かか

で
あったか，社

しゃしゃ

会
かいかい

の変
へんへん

化
かか

と関
かんかん

連
れんれん

づけてそれぞれ説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第５節の問いを振り返ろう

p.134~141 ヒント

幕府の改革はどのような内
容だったか，確認しよう。
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い
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が作成した地図　その正
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確
かく

さによ
り，明

めい

治
じ

以
い

降
こう

においても，この地図に基
もと

づいて
地図が作成されました。北海道の地図の作成に
は間

ま

宮
みや

林
りん

蔵
ぞう

（→p.160）も貢
こう

献
けん

しています。

14

〈『大日本沿海輿地全図』 
（小図） 重要文化財 東京（小図）重要文化財 東京
国立博物館蔵〉
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西
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歩
ぽ
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敬
たか
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に正
せい

確
かく
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に

本
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地
ち
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を作
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せい
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量
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文
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国
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船
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航
こう

により日
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本
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の地
ち

図
ず
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せい

確
かく

に作
つく

る必
ひつ

要
よう

があったこ
とや，測

そく

量
りょう

の基
き

礎
そ

技
ぎ

術
じゅつ

である和
わ

算
さん

が広
ひろ

まったこともありました。
　　18世

せい

紀
き

ごろから，町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

の間
あいだ

で教
きょう

育
いく

が盛
さか

ん
になり，寺

てら

子
こ

屋
や

が増
ふ

えました。寺
てら

子
こ

屋
や

では商
しょう

売
ばい

や農
のう

村
そん

の運
うん

営
えい

のために「読
よ

み・書
か

き・そろばん」が学
まな

ばれ，幕
ばく

末
まつ

には文
も

字
じ

を読
よ

める人
ひと

の割
わり

合
あい

は世
せ

界
かい

的
てき

にも高
たか

い水
すい

準
じゅん

となりました。さらに私
し

塾
じゅく

が各
かく

地
ち

に出
で

来
き

て，読
どく

書
しょ
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つう

じた仲
なか

間
ま

組
そ

織
しき
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けっ

成
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学
がく
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らん
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がく
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国
こく

学
がく
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ふか
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まな
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ゆう

福
ふく

な町
ちょう

人
にん

や農
のう

民
みん

も登
とう

場
じょう

しました。また，諸
しょ

藩
はん

も藩
はん

政
せい

改
かい

革
かく

のなかで教
きょう

育
いく

を重
じゅう

視
し

し，藩
はん

の武
ぶ

士
し

の子
し

弟
てい

のための藩
はん

校
こう
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くって人

じん

材
ざい

を育
いく

成
せい

しました。こうして，近
きん

代
だい

へ続
つづ

く教
きょう

育
いく

の土
ど

台
だい

が日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

に出
で

来
き

上
あ

がりました。
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14

→p.137
ぎぎぎ じ

→p.133

広
ひろひろ

がる教
きょうきょう

育
いくいく

15

16

→p.123オ，
いいい
3

17

8 寺
てら

子
こ

屋
や

僧
そう

侶
りょ

や浪
ろう

人
にん

が先生になり，町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

の子どもに，個
こ

人
じん

ごとの課題を与
あた

えて教えていました。８～９歳
さい

ごろから通いまし
た。〈渡辺崋山筆『一掃百態図』 重要文化財 愛知県 田原市博物館蔵〉
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6 寺
てら

子
こ

屋
や

で使われた女
じょ

性
せい

用教科書　寺子屋では，
「読み・書き・そろばん」
以外にも，礼

れい

儀
ぎ

作
さ

法
ほう

や裁
さい

縫
ほう

など日常生活に役立つ知
ち

識
しき

を学習しました。〈宮城
県 仙台市博物館蔵〉

16

8 閑
しず

谷
たに

学校　岡山藩
はん

の池
いけ

田
だ

光
みつ

政
まさ

（1609～
82）は，積極的に儒

じゅ

学
がく

の教えを藩
はん

政
せい

に取り入
れました。そして，武

ぶ

士
し

を対象とした藩
はん

校
こう

以
外にも，庶

しょ

民
みん

を対象とした閑谷学校をつくっ
て，武士から庶民に至

いた

る藩内のあらゆる人々
への教育に努めました。〈岡山県（公財）特別史
跡旧閑谷学校顕彰保存会提供〉

17

国
　宝

印
いんいん

刷
さつさつ

技
ぎ

術
じゅつ

が人
ひとひと

々
びとびと

に与
あた

えた影
えい

響
きょう

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

してみよう。

国
こくこく

学
がくがく

や蘭
らん

学
がく

など，新
あたらあたら

しい学
がくがく

問
もんもん

の
発
はっはっ

達
たつたつ

が社
しゃしゃ

会
かいかい

に与
あたあた

えた影
えいえい

響
きょうきょう

につい
て説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

4 伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

（1745～1818） 忠敬は，
豪
ごう

商
しょう

の伊能家で商人として成功し，隠
いん

居
きょ

し
た後

のち

，51歳
さい

江で
え

戸
ど

に出て天文学を学びま
した。56歳
のときに幕

ばく

府
ふ

の許
きょ

可
か

を
得
え

て測
そく

量
りょう

の
旅に出発し，
約17年かけ

てて，北は蝦
え

夷
ぞ

地
ち

から南は九州の屋
や

久
く

島島
しまま

まで，各地を測量して歩きました。
〈千千葉県香取市 伊能忠敬記念館蔵〉

13国
　宝
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文化が地方に伝わった背景について，旅の流行や印
刷技術の発達があったことがわかります。

小学校●地理●公民との関連 歌川（安藤）広重（小），本居宣長（小），杉田玄白（小），『解体新書』（小），伊能忠敬（小），寺子屋（小）

5

10

15

を描
えが

いた喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

らが活
かつ

躍
やく

しました。町
ちょう

人
にん

だけでなく，生
せい

活
かつ

にゆ
とりが生

う

まれた百
ひゃく

姓
しょう

も寺
じ

社
しゃ

参
さん

詣
けい

などの旅
たび

に出
で

かけるようになり，葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

や歌
うた

川
がわ

（安
あん

藤
どう

）広
ひろ

重
しげ

は街
かい

道
どう

などの風
ふう

景
けい

画
が

を描
えが

いて人
ひと

々
びと

の旅
たび

心
ごころ

を
かきたてました。また，本

ほん

も数
かず

多
おお

く印
いん

刷
さつ

され始
はじ

め，旅
たび

先
さき

での出
で

来
き

事
ごと

や名
めい

所
しょ

を描
えが

いた十
じっ

返
ぺん

舎
しゃ

一
いっ

九
く

の『東
とう

海
かい

道
どう

中
ちゅう

膝
ひざ

栗
くり

毛
げ

』は，旅
たび

の案
あん

内
ない

書
しょ

とし
て評

ひょう

判
ばん

となりました。曲
きょく

亭
てい

（滝
たき

沢
ざわ

）馬
ば

琴
きん

の『南
なん

総
そう

里
さと

見
み

八
はっ

犬
けん

伝
でん

』などの長
ちょう

編
へん

小
しょう

説
せつ

も多
おお

くの人
ひと

々
びと

に読
よ

まれました。こうした印
いん

刷
さつ

物
ぶつ

や旅
たび

先
さき

での
人
ひと

々
びと

の交
こう

流
りゅう

によって，江
え

戸
ど

の文
ぶん

化
か

は地
ち

方
ほう

にも伝
つた

わっていきました。
　　武

ぶ

士
し

の学
がく

問
もん

として儒
じゅ

学
がく

が奨
しょう

励
れい

されていましたが，

しだいに仏
ぶっ

教
きょう

や儒
じゅ

教
きょう

が伝
つた

わる前
まえ

の日
にっ

本
ぽん

古
こ

来
らい

の精
せい

神
しん

に
学
まな

ぼうとする国
こく

学
がく

がおこり，本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

が『古
こ

事
じ

記
き

伝
でん

』を書
か

いて国
こく

学
がく

を
大
たい

成
せい

させました。国
こく

学
がく

は当
とう

時
じ

の社
しゃ

会
かい

を批
ひ

判
はん

する考
かんが

えや天
てん

皇
のう

を尊
とうと

ぶ考
かんが

え（尊
そん

王
のう

）に結
むす

び付
つ

き，幕
ばく

末
まつ

の尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

運
うん

動
どう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。
　一

いっ

方
ぽう

，徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

が洋
よう

書
しょ

関
かん

連
れん

の輸
ゆ

入
にゅう

禁
きん

止
し

を緩
ゆる

めたことで，西
せい

洋
よう

の学
がく

問
もん

を研
けん

究
きゅう

する蘭
らん

学
がく

が盛
さか

んになりました。江
え

戸
ど

では医
い

師
し

の杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

や
前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

らがオランダ語
ご

の人
じん

体
たい

解
かい

剖
ぼう

書
しょ

を翻
ほん

訳
やく

して『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を出
しゅっ

版
ぱん

し，平
ひら

賀
が

源
げん

内
ない

は日
にっ

本
ぽん

で初
はじ

めて発
はつ

電
でん

機
き

や寒
かん

暖
だん

計
けい

を作
つく

りました。上
かみ

方
がた

の

→p.135
どうど ひ

→p.122C2

8 79

3

→p.123オ

国
こくこく

学
がくがく

と蘭
らん

学
がく

→p.125
まえええ

→p.165
いよう

→p.134
んんがく

→p.135

11

12

8 解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

と前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

は，人体解
かい

剖
ぼう

の見学の際
さい

，オランダの医学書と見
み

比
くら

べ，そ
の正
せい

確
かく

さに驚
おどろ

き翻
ほん

訳
やく

を決意しました。見学のと
き，優

すぐ

れた技
ぎ

術
じゅつ

と知
ち

識
しき

で彼らに解剖の説明をし
たのは，差別された身分の人でした。当時の医
学はこうした人々にも支

ささ

えられていました。〈兵
庫県 神戸市立博物館蔵〉

12

4 杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

（1733～
1817）〈東京都 早稲田大
学図書館蔵〉

11

4
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

が描
えが

いた風景画 北斎
は，大

だい

胆
たん

な構
こう

図
ず

と
色使いで，さまざ
まな富

ふ

士
じ

山
さん

の姿
すがた

を
描きました。〈『富嶽
三十六景 神奈川沖浪
裏』 静岡県 MOA美術
館蔵〉

8

世界に驚
おどろ

きを与
あた

えた浮
うき

世
よ

絵
え

　江戸の一
いっ
般
ぱん
の人々やその生活風景を題材として，多

た
色
しょく
刷
ず
りで

印刷された浮世絵の描
えが
く世界は，当時のヨーロッパでは例のない

ものでした。さらに，日本の浮世絵の大
だい
胆
たん
な構

こう
図
ず
やコントラスト

をはっきりとさせるような色使いは，ゴッホやモネなどのヨーロッ
パの絵画にも大きな影

えい
響
きょう
を与え，「ジャポニスム」とよばれました。

歴史
プラス

8 歌
うた

川
がわ

（安
あん

藤
どう

）広
ひろ

重
しげ

が描
えが

いた
浮世絵〈東京国立博物館蔵〉
9 8 ゴッホが描

えが

いた油絵〈オ
ランダ ゴッホ美術館蔵〉
10

8 伊
い

勢
せ

参
まい

り　庶
しょ

民
みん

の旅行は原
げん

則
そく

禁
きん

止
し

されていましたが，寺社への参
さん

詣
けい

と
いう形で旅をすることができました。伊

い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

は一生に一度は行きたい庶民
の憧

あこが

れでした。〈歌川（安藤）広重作 『伊勢神宮 宮川の渡し』 神奈川県立歴史博物館蔵〉
　　　　どんな人々が参

さん

詣
けい

に来ているだろうか。

7

資料活用

伊勢神宮

「
お
か
げ
ま
い
り
」
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特
色 

❷

1817



歴史
を探ろう

世界恐
きょう

慌
こう

が起こると，生産量の約90％の生
き

糸
いと

をアメリカに輸
ゆ

出
しゅつ

していた日
本は，生糸の値

ね

段
だん

が暴
ぼう

落
らく

するなどの影
えい

響
きょう

を受け，各地で多くの製
せい

糸
し

工場が倒
とう

産
さん

しました。特に養
よう

蚕
さん

による収
しゅう

入
にゅう

への依
い

存
そん

度が高かった長野県の農家は，繭
まゆ

価
か

暴
落で収入が激

げき

減
げん

し，多
た

額
がく

の借
しゃっ

金
きん

を抱
かか

えました。また，税
ぜい

金
きん

の滞
たい

納
のう

者
しゃ

が続出し，
村の税収入が激減するなど村は存

そん

亡
ぼう

の機に陥
おちい

りました。県や村では，農村を立
て直すため，養蚕への依存度を減

へ

らしたり，土
ど

木
ぼく

事業などで雇
こ

用
よう

を生み出した
りするほか，満州への移民も呼

よ

びかけました。
1931（昭

しょう

和
わ

６）年の満州事
じ

変
へん

の後
のち

，日本は国の方針として，1932年にまずは
6000人，1936年には20年間で500万人の移民を送る計画を立て，満州移民を
進めました。長野県でも県立の移民訓練所を各地に設

せつ

立
りつ

して満州移民を進めま
した。1936年までの満州移民は，満州の防

ぼう

衛
えい

と開
かい

拓
たく

を主に担
たん

当
とう

しましたが，
1937年以

い

降
こう

は“満州に行けば20町
ちょう

歩
ぶ
※の地

じ

主
ぬし

になれる”といった宣
せん

伝
でん

や，満
まん

蒙
もう

開拓青少年義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

参加への教師による指
し

導
どう

などもあり，農家の次・三男や貧
まず

し
い農家の多くが満州へ渡

わた

りました。
� ※現在の東京ドーム約４個分の面積

1 満州に渡
わた

ったのはどのような人々だったのかな？���������

世界恐
きょう
慌
こう
と満州移民の始まり1

日本日本

（樺太）（樺太）
からふと

（朝鮮）（朝鮮）
ちょうせん中国中国

ソ連ソ連
満州国満州国

上海
シャンハイ ●❸熊本県

●❺新潟県

●❶長野県

●❹福島県

●❷山形県

斉斉哈爾
チ チ ハ ル

ハ ル ビン
哈爾浜

満州大日向村
おお ひ なた

やすおか

大連
ターリエン

奉天（現在の瀋陽）
ほうてん シェンヤン

新京（現在の長春）
しんきょう チャンチュン

満州泰阜分村

こくだいしな の
満州黒台信濃村

満州移民の県別出身者数
（開拓団と義勇軍を含む）

20000人以上
10000～19999人
5000～9999人
2500～4999人
1～2500人未満

満蒙開拓団

開拓団などによる主な村
❶～❺は満州移民者数の
上位県� ���km

82満
まん
蒙
もう
開
かい
拓
たく
団
だん
の分

ぶん
布
ぷ
と都道府県別満州移民〈『長野県満州開拓

史総編』〉

81満州移民による開
かい

拓
たく
の様子　満州には未

み

開
かい
墾
こん
の広大な土地があ

りました。〈毎日新聞社提
供�1941年７月13日撮影〉

歴史
プラス 蚕

さん
糸
し
王国　長野

　明
めい
治
じ
時代半

なか
ば，繭

まゆ
の生産量と製

せい
糸
し
工場数

で全国一となった長野県は，第一次世界大
戦中に繭

まゆ
価
か
が最

さい
高
たか
値
ね
を記録したことなどか

ら，養
よう
蚕
さん
が農業経

けい
営
えい
の中心になりました。

長野県の多くの村は，農家の70％以上が
養蚕を行い，農業収

しゅう
入
にゅう
の80％近くを養蚕

に頼
たよ
るようになっていました。

0 20 40 60 80 100

長野
12.4％

　愛知 6.3 群馬 5.8

埼玉4.8
山梨 4.0

岐阜 4.8

その他 61.9

生産量3億8285万kg

8　繭
まゆ
の生産量（1929年）〈『第49回�日本帝国

統計年鑑』〉
3

8　長野県のある地方の繭
まゆ
価
か
の変化4

1914
（大正3） （昭和元）

5

0

10

15

20
円

18 22 26 30 34年

最高価格

平均価格

第一次
世
界
大
戦

→← 世
界
恐
慌
↓

き
ょ
う
こ
う

〈長野県�上田商工会議所調査〉

240

長野県から見る満
ま ん

州
しゅう

移
い

民
み ん

～不景気から抜
ぬ
け出すための選

せん
択
たく
～
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 主な関連事項と関連ページ 
世界恐

きょう

慌
こう

・昭
しょう

和
わ

恐慌　p.232〜233
満州事

じ

変
へん

・満州国　p.236〜237
中国人の抵

てい

抗
こう

　p.246〜247
中国残

ざん

留
りゅう

日本人孤
こ

児
じ

　p.259

移民をした人々が入植したときの土地は，現地の人々の農地を買い上げた
ものでした。肥

ひ

料
りょう

も要
い

らないほど肥
こ

えた土地に，現地の人を労働者として雇
やと

っ
て農業に励

はげ

みました。やがて農地が不足してくると，防
ぼう

衛
えい

も兼
か

ねてソ連との国
境に近い未

み

開
かい

墾
こん

のところへと開拓を広げました。開拓地では，出身の村や郡単
位でまとまって開拓団を組

そ

織
しき

し，共同で農業に取り組んで，軍へ食料を提
てい

供
きょう

し
ました。また，独身男性の開拓団員の結

けっ

婚
こん

相手として，独身女性も訓練を受け
て満州へ渡

わた

り，現地で結婚して家族をもつことも増
ふ

えました。彼
かの

女
じょ

たちは「大
陸の花

はな

嫁
よめ

」とよばれました。
しかし，戦争末期になると満州を守る関東軍の多くが南方の戦線に移動さ

せられ，それを補
おぎな

うために開拓団の男性も軍
ぐん

隊
たい

に召
しょう

集
しゅう

されました。そのため，
開拓団には女性や幼

おさな

い子ども，老人が多くなり，満州での農業経
けい

営
えい

も苦しく
なっていきました。1945年８月８日深夜に対日参戦（→p.252）を決めたソ連
が９日に攻

せ

め込
こ

んでくると，開拓団からも多くの犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

が出て，約半数の人た
ちが帰国できませんでした。こうしたことにより，中国残

ざん

留
りゅう

日本人孤
こ

児
じ

などが
生まれることになりました。

2 人々は満州でどのような生活をしていたのかな？���������

長野県は，世界恐
きょう

慌
こう

が起こる前，繭
まゆ

の生産量と製
せい

糸
し

工場数で日本一
で，1931年に起こった満州事

じ
変
へん

後，満州への移民の数も日本一だったそう
だよ。繭の生産量や製糸工場数と，移民の数は何か関係しているのかな。ま
た，人々はなぜ満州へ移民することにしたのかな。

疑 問

歴史
プラス

満州での生活2

日本初の満
まん
蒙
もう
開
かい
拓
たく
分
ぶん
村
そん
移民へ

　長野県の大
おお
日
ひ
向
なた
村
むら
は，1937年に村を二

つに分けて半分の村民を満州に送りまし
た。全国でも初の試みであり，「模

も
範
はん
村
むら
」と

して盛
さか
んに紹

しょう
介
かい
されました。

25東京駅を出発する満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

青少年義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん
　16〜19歳

さい
までの

男子が満州に渡
わた
りました。〈朝日新聞社提供�1938年4月13日撮影〉

86満州の畑で採
と

れた野菜を手にする義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

の青少
年たち(左)と7戦車に対

たい
抗
こう

するための壕
ごう

を掘
ほ

る義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

の青少年たち(右)〈毎日新聞社提供�1941年７月13日撮
影〉

88満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

青少年義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

募
ぼ

集
しゅう

のポスター
〈友常健一氏蔵�水戸市立博物館寄託�1942年〉

29満州移民の数の変化〈外務省『わが国民の海外発
展』〉　　　　　　満州移民の数は，図版　の繭

まゆ
価
か
と

どのような関係があるだろうか。
資料活用 4

満
州
国
成
立
↓

↑
太
平
洋
戦
争
始
ま
る

5

4

0

万人

1

40 45 年1930
（昭和5）

2

3 た
い 

へ
い 

よ
う

4⓾大
おお

日
ひ

向
なた

村
むら

の分
ぶん

村
そん

を伝える雑
ざっ

誌
し

 〈『アサヒ
グラフ』�1938年７月27日号〉
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歴史
を探ろう

米作りに適
てき

さない土地だった八王子では，古くから桑
くわ

が栽
さい

培
ばい

され，養
よう

蚕
さん

が盛
さか

んで，「桑の都
みやこ

」（桑
そう

都
と

）とよばれていました。さらに八王子は，他の生
糸生産地（現在の群馬県や長野県，山梨県など）と江

え

戸
ど

を結ぶ地点にありま
した。そのため，八王子では江戸時代から生糸の取り引きが盛んで，多く
の生糸商人が活

かつ

躍
やく

しており，特に八王子の鑓
やり

水
みず

の商人は有名でした。開国
前にもかかわらず，鑓水には，西洋風の建物が造

つく

られていました。
横
よこ

浜
はま

の開港によって生糸の輸
ゆ

出
しゅつ

が始まると，各地で養蚕ブームが起こり
ました。八王子の生糸の生産・取り引きも増

ふ

え，「絹の道」は生糸を積んだ
荷車でにぎわいました。生糸商人や養蚕農家は利

り

益
えき

を得るだけでなく，欧
おう

米
べい

の文化や思想に触
ふ

れる機会も得ました。やがて鉄道が開通すると，「絹の
道」と共に栄えていた商人は没

ぼつ

落
らく

しますが，生糸の生産は増え続けました。
現在，養蚕農家は激

げき

減
げん

したものの，八王子では絹織
おり

物
もの

を主とした伝統ブ
ランドが受け継

つ

がれており，「八王子ネクタイ」などが有名です。また，
「絹の道」の一部は文化庁選定「歴史の道 百

ひゃく

選
せん

」に指定され，現在でも当時
のおもかげを残す街

かい

道
どう

を歩くことができます。

1 なぜ八王子は生糸の生産・取り引きで発
はっ

展
てん

したのかな？……………

生糸の生産・取り引きで栄えた桑
そう

都
と

八王子1
2 養

よう

蚕
さん

の様子を描
えが

いた錦
にしき

絵
え

　養蚕の普
ふ

及
きゅう

と振
しん

興
こう

のために，江
え

戸
ど

末期になると養
蚕の手順を示

しめ

した錦絵が多く描かれるよ
うになりました。〈横浜市 シルク博物館蔵〉

4

8 八王子からの絹を運んだ街
かい

道
どう

（1860年ごろ撮
さつ

影
えい

）
貿
ぼう

易
えき

が始まると，八王子と横
よこ

浜
はま

を結ぶ街道は，輸
ゆ

出
しゅつ

用の生糸を運ぶルートになりました。このことか
ら，後

のち

にこの街道は「絹の道」とよばれるようになり
ました。生糸商人が多く集まっていた鑓

やり

水
みず

の風景写
真には，八王子から横浜へ向かう道が写っています。

1

生糸で財でで
ざい

を成した横
よこ

浜
はま

商人

八王子の生糸は横浜港から外国へ輸
ゆ
出
しゅつ
さ

れ，横浜の商人は生糸貿
ぼう
易
えき
で大きな富を蓄

たくわ
え

ました。原
はら
善
ぜん
三
ざぶ
郎
ろう
とその孫

まご
娘
むすめ
の婿

むこ
富
とみ
太
た
郎
ろう
は，

生糸の生産まで手がけ，後
のち
に富

とみ
岡
おか
製
せい
糸
し
場
じょう
など

を所有し，生糸貿易で財を築
きず
いた豪

ごう
商
しょう
として

有名です。

歴史
プラス

仮

4
まゆ

玉
だま

　繭玉をゆで，ほぐれてきた
糸を巻

ま

いて生糸を作ります。
2

八王子八王

横浜

神奈川川神奈川神

こうしゅう
やりみず

とう かいどう

はらまち  だ

群馬県よりり
長野県県県
山梨県
より

原町田原

甲州道中

東海道道

鑓水

東 

京  

府

神奈川県
「絹の道」
五街道
のちの横浜線

0 10km0 10k

8 八王子と
横
よこ

浜
はま

をつない
だ「絹の道」

3

2 三
さん

溪
けい

園
えん

（横浜市） 原
はら

善
ぜん

三
ざぶ

郎
ろう

が土地を買
い，富

とみ

太
た

郎
ろう

(三溪)によって造
つく

られました。
5

外国人が見た幕末の八王子

〈『レンズが撮ら
えたF.ベアトの
幕末』より，一
部要約・抜粋〉

200

「絹
き ぬ

の道」と日本の製
せ い

糸
し

業
ぎょう

～幕
ばく

末
まつ

八
はち

王
おう

子
じ

の生
き

糸
いと

産業から近代日本の製糸業へ～
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生糸は，開国してから日本の重要な輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

となり，特に八王子が取
り引きで栄えたそうだよ。なぜ，八王子で盛

さか
んになったのかな。また，日本

の製糸業はどのように発
はっ

展
てん

したのかな。

 主な関連事項と関連ページ 
商品作物　p.135　殖

しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

　p.172
横
よこ

浜
はま

港
こう

　p.176
自由民

みん

権
けん

運動　p.184〜185
日本の産業革

かく

命
めい

　p.198〜199

幕
ばく

末
まつ

の貿
ぼう

易
えき

開始以来，生糸は日本の主要な輸
ゆ

出
しゅつ

品でした。官
かん

営
えい

の富
とみ

岡
おか

製
せい

糸
し

場
じょう

などを模
も

範
はん

として，1870年代の後半には群馬・長野・山梨県を中心
に，水力や蒸

じょう

気
き

機関を利用した機械で生産する製糸場が次々に設
せつ

立
りつ

されま
した。1882（明治15）年に日本銀行が設立されると，生産規

き

模
ぼ

を拡
かく

大
だい

する
ために必要な資金が供

きょう

給
きゅう

されるようになり，製糸業界も活
かっ

性
せい

化
か

しました。
また，農家にとって，原料となる繭

まゆ

の供給は重要な現
げん

金
きん

収
しゅう

入
にゅう

になりました。
製糸業や紡

ぼう

績
せき

業など，軽工業中心の産業革
かく

命
めい

が進
しん

展
てん

した日
にっ

清
しん

戦争前後の
時期には，民間の鉄道会社の設立ブームも起こりました。日本では，産業
革命が始まる以前から鉄道が開業していましたが，横浜への生糸の輸

ゆ

送
そう

の
ように，貨物輸送による利益を目指した鉄道建設が相

あい

次
つ

ぎ，これらが各地
の産業の機械化を促

うなが

していくという相
そう

乗
じょう

効
こう

果
か

がありました。機械による生
糸の生産は，作業の効

こう

率
りつ

が上がって生産量が増
ふ

えるだけでなく，製品の品
質を飛

ひ

躍
やく

的に向上させ，国
こく

際
さい

競争力も高まりました。日本の生糸や絹織物
の輸出先は主に欧

おう

米
べい

諸国であり，特にアメリカの経
けい

済
ざい

発展に伴
ともな

って，アメ
リカへの輸出が中心となっていきました。

2 日本の製糸業はどのように発
はっ

展
てん

したのかな？…………………………

疑 問

日本の製糸業の発
はっ
展
てん2

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

1840～1931

近代日本の産業の
いしずえを築

きず

いた実業家
　埼玉県の農民出身で，明

めい
治
じ
維
い
新
しん
後に大

おお
蔵
くら

省（現在の財
ざい
務
む
省）の官

かん
僚
りょう
となった渋沢は，

政府の殖
しょく
産
さん
興
こう
業
ぎょう
政
せい
策
さく
の柱である近代的な製

糸場の設
せつ
立
りつ
にも関わりました。大蔵省を辞

じ

職
しょく
した後

のち
は，日本初の銀行を設立し，ここ

を拠
きょ
点
てん
として，秩

ちち
父
ぶ
鉄道や日本郵

ゆう
船
せん
，大阪

紡
ぼう
績
せき
，東洋紡績など多くの企業の創

そう
設
せつ
に携

たずさ

わり，日本の経
けい
済
ざい
界
かい
の指

し
導
どう
者
しゃ
として，昭

しょう
和
わ

初期まで活
かつ
躍
やく
しました。関

かん
東
とう
大
だい
震
しん
災
さい
の復

ふっ
興
こう

（→p.227）や，アメリカなどとの民間外交
にも貢

こう
献
けん
しました。

1878

トン

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

80
0

85 90 95 1900 05 10 年

1909年
日本が輸出量
世界第一位となる

日清戦争
にっしん

日露戦争
にち ろ

8　日本の生糸の輸
ゆ
出
しゅつ
量の推

すい
移
い
〈『日本貿易精覧』〉⓾

8　富
とみ
岡
おか
製
せい
糸
し
場
じょう
　官
かん
営
えい
模
も
範
はん
工場として開

かい
設
せつ
され，日本の製糸業の発

はっ
展
てん
に役立ちました。6

8　鉄道と生糸の輸
ゆ
出
しゅつ
　富

とみ
岡
おか
製
せい
糸
し
場
じょう
の生糸は，

鉄道が敷
し
かれる前は横

よこ
浜
はま
まで船で運ばれていま

した。1884年に鉄道が高
たか
崎
さき
まで開通してから

は輸出量が急
きゅう
増
ぞう
しました。

9

高崎
たかさき

八王子
はちおう　じ

横浜

前橋

伊勢崎
い せ さき

ふか や

桐生

熊谷

きりゅ う

くまがや富岡製糸場
とみおかせい し じょう

山 梨

大宮

赤羽

深谷

あかばね

品川
しながわ

山
手
線

や
ま
の
て

東海道線

秩
父

鉄道

利 根 川利 根 川
とと ねね がわがわ

ええ

どど

が
わ
が
わ

わ
ん
わ
ん

と
う
と
う

き
ょ
う
き
ょ
う

江江
戸戸
川川

東東
京京

湾湾

高
崎
線

高
八

線

線浜
横

は
ち

ち
ち

ぶ

こ
う

栃 木
群 馬

茨 城

千 葉

埼 玉

東 京

神奈川

江戸時代に使
われた水路
明治期に開通
した鉄道
大正～昭和初期
に開通した鉄道
製糸・織物業が
盛んな都市

せい し

さか

めい じ

たいしょう しょう わ

� ��km

4　絹の輸
ゆ
出
しゅつ
用ラベル7

4　織物業に使われたのこぎり屋根の工場（群馬県桐
き

生
りゅう
市）　採

さい
光
こう
に効
こう
果
か
的
てき
な設計でした。

8

〈『上州富岡製糸場』東京都 国立国会図書館蔵〉
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▶コラム「地域史」では，
本文と関連付けて，地
域から日本の歴史を捉
え直しています。

コラム「地域史」

p.199p.31

日
にに

本
ほんほん

列
れっれっ

島
とうとう

において，クニができ，勢
せい

力
りょく

を広
ひろひろ

げていくの
に重

じゅう

要
よう

だったことは何
なになに

か，説
せつせつ

明
めいめい

しよう。
第2節の問いを振り返ろう

p.26~31

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

当
とうとう

時
じじ

の日
にに

本
ほんほん

列
れっれっ

島
とうとう

で鉄
てつてつ

が貴
き

重
ちょう

だっ
た理

りり

由
ゆうゆう

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

して
みよう。

ヤマト王
おうおう

権
けんけん

と各
かくかく

地
ちち

の豪
ごう

族
ぞく

の結
むすむす

び
付
つつ

きがどのように強
つよつよ

まっていっ
たのか，説

せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

20

国
くに

を豊
ゆた

かにするために重
じゅう

要
よう

な鉄
てつ

をめぐって，各
かく

地
ち

の豪
ごう

族
ぞく

は，朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

とつながりのあったヤマト王
おう

権
けん

と結
むす

び付
つ

きを強
つよ

めようとしまし
た。ヤマト王

おう

権
けん

は，豪
ごう

族
ぞく

たちに朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

からの鉄
てつ

や技
ぎ

術
じゅつ

などを与
あた

え
る代

か

わりに，貢
みつ

ぎ物
もの

や兵
へい

士
し

の動
どう

員
いん

などを義
ぎ

務
む

づけました。
大
や ま と

和地
ち

方
ほう

を中
ちゅう

心
しん

に出
しゅつ

現
げん

した前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

は，４～５世
せい

紀
き

には各
かく

地
ち

に
広
ひろ

まっていきましたが，それは，各
かく

地
ち

の豪
ごう

族
ぞく

がヤマト王
おう

権
けん

に従
したが

うよ
うになり，大

おお

きな墓
はか

を造
つく

ることを許
ゆる

されたからだと考
かんが

えられていま
す。５世

せい

紀
き

後
こう

半
はん

に，ヤマト王
おう

権
けん

の王
おう

ワカタケルが，「大
おお

王
きみ

」を名
な

乗
の

っ
て，鉄

てっ

剣
けん

や鉄
てっ

刀
とう

を関
かん

東
とう

や九
きゅう

州
しゅう

の豪
ごう

族
ぞく

に与
あた

えたのも，国
こく

内
ない

での結
むす

び付
つ

きを強
つよ

めたいという考
かんが

えからでした。

しかし，朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

での争
あらそ

いに敗
やぶ

れることもあったため，ヤマト王
おう

権
けん

でさえも安
あん

定
てい

して鉄
てつ

を手
て

に入
い

れることはできませんでした。その
ため，ヤマト王

おう

権
けん

は，南
なん

朝
ちょう

と北
ほく

朝
ちょう

に分
わ

かれ対
たい

立
りつ

していた中
ちゅう

国
ごく

の南
なん

朝
ちょう

の皇
こう

帝
てい

へたびたび使
つか

いを送
おく

り，鉄
てつ

を確
かく

保
ほ

するためにその力
ちから

を借
か

りて，
朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

諸
しょ

国
こく

に対
たい

して優
ゆう

位
い

に立
た

とうとしました。

この時
じ

期
き

，戦
せん

乱
らん

の多
おお

い中
ちゅう

国
ごく

や朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から，倭
わ

国
こく

に
移
い

住
じゅう

してきた人
ひと

々
びと

を渡
と

来
らい

人
じん

とよびます。渡
と

来
らい

人
じん

は，土
ど

器
き

（須
す

恵
え

器
き

）や鉄
てっ

器
き

の製
せい

造
ぞう

や機
はた

織
お

り，漢
かん

字
じ

など，毎
まい

日
にち

の生
せい

活
かつ

に役
やく

立
だ

つ
多
おお

くの技
ぎ

術
じゅつ

を伝
つた

えました。さらに，ヤマト王
おう

権
けん

においても外
がい

交
こう

や政
せい

治
じ

，財
ざい

政
せい

などで活
かつ

躍
やく

しました。６世
せい

紀
き

には，仏
ぶっ

教
きょう

や儒
じゅ

教
きょう

を伝
つた

え，日
にっ

本
ぽん

の人
ひと

々
びと

の信
しん

仰
こう

や文
ぶん

化
か

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。

→p.32
つく

910

8

渡
と

来
らい

人
じん

7 →p.27
たたた

→p.35E3 6

→p.22 →p.19

6，→p.33
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30°30°
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1120°

北朝朝朝
ほくちょうちょ

わ

句麗麗麗句麗麗
り

新羅新 稲
荷
山
古
墳

江
田
船
山
古
墳
古
山
古
墳

江

しらぎぎ

百済
くだ らら

加羅加
か ら

え

た
ふ
な
や
ま

え

い
な
り
や
ま
こ
ふ
ん

大
仙
古
墳

大
仙
古
墳

だ
い
せ
ん

倭

なんちょうう

■
■
4
10

■5

■9

広開土王碑
こうかい ど おう ひ

0 500km

88５世
せい

紀
き

の東アジア67須
す

恵
え

器
き

　登り窯
がま

を用いて高温で焼く技
ぎ

術
じゅつ

が
伝わり，これまでよりも丈

じょう

夫
ぶ

な土
ど

器
き

が生産され
ました（→p.35D2）。〈石川県埋蔵文化財センター蔵〉

69稲
い な り

荷山
やま

古
こ

墳
ふん

（埼玉県行
ぎょう

田
だ

市）出土
の鉄

てっ

剣
けん

と810江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古墳（熊本県
和
なご

水
み

町
まち

）出土の鉄
てっ

刀
とう

　いずれもワカ
タケル大

おお

王
きみ

の文字が刻がが
きざ

まれています。
全長（約74㎝）

稲荷山古墳

ワ

カ 加

タ 多

ケ 支

ル 鹵

大

王

江田船山古墳

ワ

カ □

タ □

ケ □

ル 鹵

大

王

国
　宝

国
　宝

〈
東
京
国
立
博
物
館
蔵
〉

〈
文
化
庁
所
有
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
提
供
〉

ヒント

ムラからクニ，さらにヤマト王権
へとまとまる過程を確認しよう。

地域史
　７世

せい
紀
き
末～８世紀ごろ，渡来人の知

ち

識
しき
によって上

こう
野
ずけの
国
くに
（群馬県）に三つの碑

ひ

が建てられました。日本語風の漢字の
語順で記された山

やまの
上
うえ
碑，仏教による結

束が記された金
かな
井
い
沢
ざわ
碑，新しい郡を

作ったことを記念して漢文調で記され
た多

た
胡
ご
碑からなる上野三碑からは，朝

ちょう

鮮
せん
半島を経

へ
て伝わった漢字文化や仏教

文化の広がりだけでなく，中央政
せい
府
ふ
の

支
し
配
はい
体
たい
制
せい
を知ることができます。

上
こう

野
ずけ

三
さん

碑
ぴ

に見る渡
と

来
らい

人
じん

の影
えい

響
きょう

46多
た

胡
ご

碑
ひ
〈高崎市教育委員会提供〉

記
憶

33

44

55

66

古古

墳墳
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p.240-241p.200-201

ページ タイトル

p.32-33 古墳から分かる当時の様子

p.72-73 東アジアに開かれた窓口　博多

p.120-121 琉球とアイヌの人々の暮らし

p.130-131 昆布ロードと北前船

p.142-143 世界有数の百万都市　江戸

p.176-177 世界に開かれた港　横浜

ページ タイトル

p.182-183 移住と開拓が進む北海道

p.200-201 「絹の道」と日本の製糸業

p.228-229 発展する産業都市 大阪・神戸

p.240-241 長野県から見る満州移民

p.250-251 戦場となった沖縄

p.266-267 日本の領土画定と近隣諸国

ページ タイトル

p.31 上野三碑に見る渡来人の影響

p.33 大きな古墳が集まる群馬県

p.51 蝦夷と東北の支配

p.68 大仏殿を失った「鎌倉大仏」

p.71 北と南を襲ったもう二つの蒙古襲来

p.79 北海道の独自の文化

▶特設ページ「歴史を探ろう」では， 地域の歴史を取り上げています。当時の社会を
地域の視点から見ることで，日本の歴史を多面的に捉えることができます。

特設ページ「歴史を探ろう」
New

New

New

掲載ページ一覧
（18テーマ）

掲載ページ一覧
（12テーマ）地域史—中央の歴史だけでなく地域史を重視

多面的・多角的に日本の歴史を捉える視点❷
特色
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縄
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弥

　
生
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墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

191919
明
治治
明
治
明
治治

地域史 近代化を支えた石炭と八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
しょ

　現在の福岡県北九州市にあった官
かん
営
えい
の八

幡製鉄所は，当時最
さい
先
せん
端
たん
のドイツの技

ぎ
術
じゅつ
を

導
どう
入
にゅう
して造

つく
られました。八幡製鉄所では，

近くの筑
ちく
豊
ほう
炭田の石炭のほか，中国の鉄

てっ
鉱
こう

石
せき
や，後

のち
には満

まん
州
しゅう
の石炭も使われ，日本の

重工業の発
はっ
展
てん
を支えました。

石炭は，産業革
かく
命
めい
以後，蒸

じょう
気
き
機関に利用

され，各国の近代化の土台となる重要な資
源となりました。しかし，石炭の採

さい
掘
くつ
には多

くの人手が必要で，落
らく
盤
ばん
や酸

さん
欠
けつ
，有毒ガス

の発生など危
き
険
けん
が伴

ともな
う重労働でもありまし

た。それでも石炭産業は栄え，明
めい
治
じ
時代に

は筑豊炭田のほか，北海道の石
いし
狩
かり
炭田など

に多くの炭
たん
坑
こう
都市が生まれ，街

まち
がにぎわい

ました。

5

10

15

20

どの兵
へい

器
き

を購
こう

入
にゅう

しました。また，織
おり

物
もの

業
ぎょう

では日
にっ

本
ぽん

なりの技
ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

も
起
お

こり，豊
とよ

田
だ

佐
さ

吉
きち

が独
どく

自
じ

に安
やす

くて効
こう

率
りつ

的
てき

な豊
とよ

田
だ

式
しき

自
じ

動
どう

織
しょっ

機
き

を発
はつ

明
めい

し，
綿
めん

織
おり

物
もの

の生
せい

産
さん

量
りょう

を一
いっ

挙
きょ

に増
ふ

やしました。
　　重

じゅう

工
こう

業
ぎょう

の分
ぶん

野
や

では，日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

で得
え

た賠
ばい

償
しょう

金
きん

を
使
つか

って造
つく

られた，官
かん

営
えい

の八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
しょ

（福
ふく

岡
おか

県
けん

）が中
ちゅう

心
しん

となりました。ここでは，中
ちゅう

国
ごく

から輸
ゆ

入
にゅう

された鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

や，筑
ちく

豊
ほう

炭
たん

田
でん

（福
ふく

岡
おか

県
けん

）の石
せき

炭
たん

を使
つか

って，1901（明
めい

治
じ

34）年
ねん

から鉄
てっ

鋼
こう

の生
せい

産
さん

を始
はじ

めました。政
せい

府
ふ

が軍
ぐん

需
じゅ

産
さん

業
ぎょう

に力
ちから

を入
い

れ，重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

すると，それ
まで輸

ゆ

入
にゅう

に頼
たよ

っていた機
き

関
かん

車
しゃ

や戦
せん

艦
かん

なども日
にっ

本
ぽん

国
こく

内
ない

で生
せい

産
さん

できるよ
うになりました。交

こう

通
つう

・通
つう

信
しん

網
もう

もさらに発
はっ

達
たつ

しました。日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

後
ご

には多
おお

くの鉄
てつ

道
どう

が開
かい

通
つう

し，1901年
ねん

には青
あお

森
もり

・下
しもの

関
せき

（山
やま

口
ぐち

県
けん

）間
かん

が全
ぜん

線
せん

開
かい

通
つう

しました。日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

後
ご

には政
せい

府
ふ

の軍
ぐん

事
じ

上
じょう

の目
もく

的
てき

などもあって，
1906年

ねん

に主
しゅ

要
よう

な鉄
てつ

道
どう

が国
こく

有
ゆう

化
か

されました。

こうしたなかで，三
みつ

井
い

・三
みつ

菱
びし

・住
すみ

友
とも

や浅
あさ

野
の

・安
やす

田
だ

などの実
じつ

業
ぎょう

家
か

は，金
きん

融
ゆう

・運
うん

輸
ゆ

・貿
ぼう

易
えき

・鉱
こう

山
ざん

などさま
ざまな分

ぶん

野
や

の企
き

業
ぎょう

を経
けい

営
えい

しました。これらの実
じつ

業
ぎょう

家
か

は，産
さん

業
ぎょう

経
けい

済
ざい

界
かい

を支
し

配
はい

するようになり，財
ざい

閥
ばつ

とよばれるようになりました。財
ざい

閥
ばつ

の
多
おお

くは，政
せい

府
ふ

が売
う

り渡
わた

した官
かん

営
えい

企
き

業
ぎょう

を引
ひ

き受
う

けるなど，政
せい

府
ふ

と強
つよ

く
結
むす

び付
つ

いていました。財
ざい

閥
ばつ

は，産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

を経
へ

て，日
にっ

本
ぽん

の経
けい

済
ざい

発
はっ

展
てん

を
けん引

いん

する存
そん

在
ざい

となっていきました。

日
にっにっ

本
ぽんぽん

の
重
じゅうじゅう

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

の発
はっはっ

展
てんてん →p.192

5

67

→p.201
おおおもりもりもり

，3

財
ざい

閥
ばつ

の登
とうとう

場
じょうじょう

→p.201 →p.169D2

→p.172
んんんぎょうぎ うぎ う

，3

85官
かん

営
えい

八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
しょ

　　伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

が視
し

察
さつ

に
訪
おとず

れたときの様子です。〈新日鐵住金株式会社
八幡製鐵所蔵 1900年４月撮影〉

世界
遺産

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

86炭
たん

坑
こう

での労働〈山本作兵衛作 炭坑記
録画　　　田川市石炭・歴史博物館蔵〉記

　憶

周防灘
すおう

お
ん
が
が
わわわ

遠
賀
川

玄界灘
げんかいなだ

関門
かんもん

海峡
かいきょう

周防灘
すおう

お
ん
が
が
わ

遠
賀
川

玄界灘
げんかいなだ

関門
かんもん

海峡
かいきょう

大
分
大
分
大
分福　岡岡福 岡岡福福 岡岡福　岡

山  口山 口

直直方直
ののおの がた

飯塚飯
いいづかか

田川
た がわ

八幡

小倉
こ

も じ
くら

福岡

下
関
し
も
の下下
せ
き

門司

八幡
　製鉄所当時の

筑豊炭田

0 10km

北京
ペ キン

（1912年～中華民国）
ちゅう か みんこく

鉄鉱石

城漢城城漢城城漢城漢城漢城漢漢城漢城漢漢漢城漢城城城城城城
ウル）のソ在の在（現在の ウソウウ（現在 ルの（現在のソウル）在在（現（（現在（現現在の現在在のののソソウウル）ルル））

んかんかかんかんかかんん ょうじじじょょうう

清
しん

日
本

八
幡
製
鉄
所

韓韓韓韓国国韓韓韓韓国国
くくこくこくかんこかんこくくかんかんかんかんかかかんかんここくく

ターイエてつざん

大冶鉄山

筑
豊
炭
田

ち
く
ほ
う

石炭石炭

拡大

0 500km

27八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
しょ

の位置

近
きんきん

代
だいだい

日
にっにっ

本
ぽんぽん

の主
おもおも

な工
こうこう

業
ぎょうぎょう

製
せい

品
ひん

を，軽
けいけい

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

と重
じゅうじゅう

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

に分
わわ

けて本
ほんほん

文
ぶんぶん

から
書
かか

き出
だだ

してみよう。

軽
けいけい

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

と重
じゅうじゅう

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

の発
はっ

展
てん

によっ
て，日

にっにっ

本
ぽんぽん

の経
けいけい

済
ざいざい

と産
さんさん

業
ぎょうぎょう

はどのよ
うに変

かか

わったか説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

地域史
　新潟は江

え
戸
ど
時代に西

にし
廻
まわ
り航

こう
路
ろ
（→p.128）

の重要な港として栄えました。開国後，
新潟港が外国に開かれたことにより，
1892年まで東京を抑

おさ
えて全国一の人口を

誇
ほこ
る県でした。しかし，太

たい
平
へい
洋
よう
側に鉄道

が敷
し
かれ，日本が工業国に変わっていく

につれ，出
で
稼
かせ
ぎや移

い
民
みん
として出ていく人々

が多くなっていきました。

人口日本一だった新潟県

281888年の新潟〈新潟市歴史博物館提供〉
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ページ タイトル

p.90 各地に広がった文化

p.100 鉄砲作りを支えた堺と国友

p.101 世界の銀を支えた石見銀山

p.113 鳥取藩の参勤交代

p.128 日光東照宮と街道の発達

p.136 財政改革に成功した米沢藩

ページ タイトル

p.164 那覇と函館のペリー来航

p.173 士族の救済事業となった安積開拓

p.185 多摩地方の自由民権運動

p.199 近代化を支えた石炭と八幡製鉄所

p.199 人口日本一だった新潟県

p.267 小笠原諸島の返還

New

New

「疑問」にわかりやすく答える「解説」 歴史の学習と地域を結
び付ける「関連ページ」

本文で学んだことを具体事例
を通じて深める「学習テーマ」

歴史を探る動機となる「疑問」

※太字：ここで扱っているページ

※太字：ここで扱っているページ

New

New

特
色 

❷

2019



古代

小学校●地理●公民との関連 ムラからクニへ（小），卑弥呼（小）

10

15

　　稲
いな

作
さく

が盛
さか

んになると，人
じん

口
こう

が増
ぞう

加
か

し水
すい

田
でん

も拡
かく

大
だい

した
ため，ムラとムラの間

あいだ

で土
と

地
ち

や水
みず

の利
り

用
よう

をめぐる争
あらそ

いが生
しょう

じ，やがて周
しゅう

辺
へん

のムラをまとめる有
ゆう

力
りょく

なクニ（国
くに

）が現
あらわ

れまし
た。佐

さ

賀
が

県
けん

の吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺
い

跡
せき

では，物
もの

見
み

やぐらを構
かま

え，柵
さく

と深
ふか

い濠
ほり

に
囲
かこ

まれた大
おお

きな集
しゅう

落
らく

が発
はっ

掘
くつ

され，矢
や

が刺
さ

さったあとが残
のこ

る人
じん

骨
こつ

も発
はっ

見
けん

されています。これは，争
あらそ

いにより一
ひと

つのムラが周
しゅう

辺
へん

のムラを併
あわ

せてクニになった様
よう

子
す

を示
しめ

しています。
　　漢

かん

の歴
れき

史
し

書
しょ

（『漢
かん

書
じょ

』）によれば，紀
き

元
げん

前
ぜん

１世
せい

紀
き

ご
ろ，倭

わ

（日
にっ

本
ぽん

）は100ほどのクニ（国
くに

）に分
わ

かれてい
たとあります。また，１世

せい

紀
き

半
なか

ばの歴
れき

史
し

書
しょ

（『後
ご

漢
かん

書
じょ

』）には，奴
な

国
こく

（現
げん

在
ざい

の福
ふく

岡
おか

市
し

付
ふ

近
きん

）の王
おう

が漢
かん

に使
つか

いを送
おく

り，皇
こう

帝
てい

から金
きん

印
いん

を与
あた

えら
れたと書

か

かれています。
中
ちゅう

国
ごく

は，漢
かん

のあと魏
ぎ

・呉
ご

・蜀
しょく

の三
さん

国
ごく

時
じ

代
だい

となりました。そのうち
魏
ぎ

の歴
れき

史
し

書
しょ

（「魏
ぎ

志
し

」倭
わ

人
じん

伝
でん

）によると，３世
せい

紀
き

に倭
わ

は小
ちい

さな国
くに

に分
わ

か
れ，長

なが

い間
あいだ

争
あらそ

いが続
つづ

いたが，邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の卑
ひ

弥
み

呼
こ

を倭
わ

国
こく

の女
じょ

王
おう

にした
ところ，争

あらそ

いが収
おさ

まったとあります。卑
ひ

弥
み

呼
こ

は，まじないによって，
30ほどの諸

しょ

国
こく

を治
おさ

めました。また，中
ちゅう

国
ごく

に使
し

者
しゃ

を送
おく

り，珍
めずら

しい贈
おく

ムラから
クニへ

→p.25F1

1 →p.25F1 2

→p.25カ 3

ちゅう

国
ごく

の歴
れき

史
し

書
しょ

から見
みみ

た倭
わ →p.19

わ
史料

史料

→p.19，4

史料

5 →p.25
こここ

→p.25エ

学習
課題 日

にに

本
ほんほん

列
れっれっ

島
とうとう

のクニはどのようにまとまっていったのだろうか。ムラがまとまり
クニへ2

大
おお

型
がた

の建物
物見やぐら

8 吉吉吉吉吉
よしよし

野野野
の

ヶヶヶ
がが

里里里
りり

遺遺遺遺
いい

跡跡跡跡
せきせ

集落の周りには集落の周りには集落の周りには柵柵柵
さくく

や濠や濠濠や濠
ほりほり

が張が張がが張
は

りめぐらされています。めぐらされています。りめぐらされています。
大大大
おおお

型型型
がたが

の建物は，の建物はの建物は 政政政
せいせ

治治治治
じ

や祭や祭や祭
さいい

祀祀祀
しし

で重で重で重
じゅうじ

要要要要
ようよ

な役な役な役
やくく

割割割
わり

を果たしていたと考えられます。を果たしていたと考えられます。を果たしていたと考えられます
また，周りに柵をまた 周りに柵をまた 周りに柵を造造造

つくく

り，物見やぐらでり 物見やぐらでり 物見やぐらで見見見
みみ

張張張
は

りをしました。をしましたりをしました 〈佐賀県教育委佐賀県教育委〈佐賀県教育委
員会提供〉員会提供〉員会提供〉

1

2 柵柵柵
さくさ

と濠と濠と濠
ほりり

の様子の様子の様子2

なぜ集落の周りに
柵
さく

や濠
ほり

が
造
つく

られたのかな。

2 吉吉吉
よししよし

野野野
ののの

ヶヶヶ
ががが

里里里里
りり

遺遺遺
いいい

跡跡跡
せきせせき

から見から見から見
つかった頭の骨がないつかった頭の骨がないつかった頭の骨がない人人人

じんんじん

骨骨骨骨
こつこ

肩肩肩肩
かたた

や腕や腕や腕や腕
うでう

の骨の骨の骨骨
ほねね

に矢がに矢がに矢が矢 刺刺刺刺
ささ

さったあとも残っています。さったあとも残っています。さ たあとも残 ています
〈佐賀県教育委員会提供〉〈佐賀県教育委員会提供〈佐賀県教育委員会提供〉

3

紀
き

元
げん

前
ぜん

後
ご

の日本

１～２世
せい

紀
き

ごろの日本

84「漢
かんの

委
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

」と彫
ほ

られた金印 江
え

戸
ど

時代に
志
し

賀
かの

島
しま

（福岡市）で発見されました。〈福岡県出土
福岡市博物館蔵〉

（実物大）

2.3㎝

へび
国
　宝

28
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B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

BCB CB.C.

A.D.
1

2

3

弥

生

「魏
ぎ

志
し

」倭
わ

人
じん

伝
でん

から見る邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

　「魏志」倭人伝には，邪馬台国への道
みち
筋
すじ
や国内の様

子が記されています。

歴史
プラス

5

10

15

り物
もの

や王
おう

の地
ち

位
い

を得
え

ることによってほかの国
くに

より優
ゆう

位
い

に立
た

とうとし
ました。その結

けっ

果
か

，倭
わ

国
こく

全
ぜん

体
たい

を統
とう

治
ち

する倭
わ

王
おう

の称
しょう

号
ごう

と金
きん

印
いん

，銅
どう

鏡
きょう

100枚
まい

を得
え

ました。諸
しょ

国
こく

には王
おう

から奴
ど

隷
れい

までの身
み

分
ぶん

があり，国
くに

を治
おさ

めるしくみが整
ととの

えられていました。
　　本

ほん

州
しゅう

が弥
や よ い

生時
じ

代
だい

になったころ，現
げん

在
ざい

の北
ほっ

海
かい

道
どう

を中
ちゅう

心
しん

とする北
きた

の地
ち

域
いき

と，沖
おき

縄
なわ

を中
ちゅう

心
しん

とす
る南

なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

では，狩
か

りや漁
りょう

を中
ちゅう

心
しん

にした生
せい

活
かつ

が続
つづ

いていました。北
ほっ

海
かい

道
どう

では，シカなどの狩
か

りや，鮭
さけ

などの漁
りょう

が行
おこな

われていました。一
いっ

方
ぽう

，沖
おき

縄
なわ

では，サンゴ礁ゴゴ
しょう

で漁
りょう

が行
おこな

われていました。

この時
じ

代
だい

の北
きた

と南
みなみ

の地
ち

域
いき

は決
けっ

して孤
こ

立
りつ

していたのではなく，さま
ざまな地

ち

域
いき

と活
かっ

発
ぱつ

に交
こう

流
りゅう

をしていました。沖
おき

縄
なわ

や奄
あま

美
み

のサンゴ礁ゴゴ
しょう

で
採
と

れる巻
ま

き貝
がい

は腕
うで

輪
わ

に加
か

工
こう

され，北
ほっ

海
かい

道
どう

にまで運
はこ

ばれたものもあり
ました。装

そう

飾
しょく

品
ひん

などに使
つか

われるヒスイや，鋭
するど

く割
わ

れて狩
か

りや物
もの

を切
き

るために使
つか

われた黒
こく

曜
よう

石
せき

も広
ひろ

い地
ち

域
いき

から出
しゅつ

土
ど

しており，交
こう

易
えき

が盛
さか

ん
に行

おこな

われていたことが分
わ

かっています。

→p.33
おさおさおさ

縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生時
じじ

代
だいだい

の
交
こう

易
えき

と交
こうこう

流
りゅうりゅう

10

9

8

7

6

？

伝に書かれた「魏志」倭人伝に伝にに
台国への道筋邪馬台台台国

伊都国
い  と こく

対馬国
つしまこく

奴 国
な
奴

こく

邪馬台国？
邪馬台国？

末
盧
国

ま
つ
ら
こ
く

九州説邪馬台国？

畿内説邪馬台国？

0 200km

2 邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の所
在地 邪馬台国は，
北九州もしくは畿

き

内
ない

にあったという
説が有力ですが，
どちらにあったの
かはいまだに決着
がついていません。

5

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の様子

86日本各地に広がる縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生時代の交易

海道海

ヒスイの
主な原産地

4

貝の主な
原産地

123

0 200km

ヒスイが見つかった，
縄文時代の主な遺跡

黒曜石の主な原産地

貝製の腕輪が見つかった，
弥生時代の主な遺跡

27黒
こく

曜
よう

石
せき

北海道の黒曜石は
を越

こ

えてロシアやサハリンでも
されていました。〈北海道千歳市 キ
９遺跡出土 北海道埋蔵文化財センタ

2 8

29 輪
わ

と指輪
浜遺跡出

土 土井ヶ浜遺跡・人類学
ミュージアム蔵〉

810北海道・南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

の歩み

200

前400

紀元

400

200

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

本州・九州・四国 北海道南西諸島年

首
長
・
王
の

支
配
す
る

農
耕
の
時
代

↓
p.78

琉
球
王
国

時
代

↓
p.78・118・120

「
貝
塚
文
化
」の
時
代

（
漁
と
畑
作
が
中
心
）

「
続
縄
文
文
化
」の
時
代

（
狩
り
と
漁
が
中
心
）

「
ア
イ
ヌ
文
化
」

の
時
代↓

p.79・119・121

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
」・

「
擦
文
文
化
」の
時
代

↓
p.79

古墳

飛鳥

平安

江戸
安土桃山

奈良

鎌倉

戦国

南北朝

縄文

弥生

室町

か
い
づ
か

し
ゅ
ち
ょ
う

し
は
い

の
う
こ
う

ぞ
く
じ
ょ
う
も
ん

じょうもん

こ ふん

やよい

へいあん

かまくら

え　ど

あ す か

り
ゅ
う
き
ゅ
う

むろまち

さ
つ
も
ん

それぞれの中
ちゅうちゅう

国
ごくごく

の歴
れきれき

史
しし

書
しょしょ

に書
かか

か
れた日

にっにっ

本
ぽんぽん

の様
ようよう

子
すす

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から箇
か

条
じょう

書
がが

きで書
かか

き出
だだ

してみよう。

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

が国
くにくに

々
ぐにぐに

をまとめるため
に，どのようなことを行

おこなおこな

ったか
説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう
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中世

小学校●地理●公民との関連 アイヌの人々（小・地・公）

5

10

15

　　琉
りゅう

球
きゅう

（沖
おき

縄
なわ

県
けん

）の島
しま

々
じま

では，10世
せい

紀
き

ごろに
農
のう

耕
こう

が始
はじ

まりました。14世
せい

紀
き

半
なか

ばには北
ほく

山
ざん

・

中
ちゅう

山
ざん

・南
なん

山
ざん

の３王
おう

国
こく

が成
せい

立
りつ

し，15世
せい

紀
き

には中
ちゅう

山
ざん

の王
おう

である尚
しょう

氏
し

に
よって統

とう

一
いつ

され，首
しゅ

里
り

（現
げん

在
ざい

の那
な

覇
は

市
し

）を都
みやこ

とした琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

が成
せい

立
りつ

し
ました。奄

あま

美
み

大
おお

島
しま

から八
や

重
え

山
やま

列
れっ

島
とう

に及
およ

ぶ地
ち

域
いき

がその領
りょう

域
いき

でした。
　琉

りゅう

球
きゅう

は，以
い

前
ぜん

から東
ひがし

シナ海
かい

を舞
ぶ

台
たい

に独
どく

自
じ

の交
こう

易
えき

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っていま
した。14世

せい

紀
き

末
まつ

に，明
みん

との朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

を始
はじ

めた琉
りゅう

球
きゅう

は，日
にっ

本
ぽん

・朝
ちょう

鮮
せん

・

東
とう

南
なん

アジアの国
くに

々
ぐに

とも盛
さか

んに交
こう

易
えき

を行
おこな

いました。琉
りゅう

球
きゅう

は琉
りゅう

球
きゅう

産
さん

の硫
い

黄
おう

や日
にっ

本
ぽん

の武
ぶ

具
ぐ

・屛
びょう

風
ぶ

，東
とう

南
なん

アジア産
さん

の珍
めずら

しい香
こう

辛
しん

料
りょう

や象
ぞう

牙
げ

などを
明
みん

に持
も

っていき，その返
へん

礼
れい

として得
え

た生
き

糸
いと

や絹
きぬ

織
おり

物
もの

・陶
とう

磁
じ

器
き

などを
諸
しょ

国
こく

に転
てん

売
ばい

しました。日
にっ

本
ぽん

の坊
ぼうの

津
つ

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

）・博
はか

多
た

・兵
ひょう

庫
ご

・堺
さかい

（大
おお

阪
さか

府
ふ

）の商
しょう

人
にん

たちも，琉
りゅう

球
きゅう

へやって来
き

ました。

こうした中
なか

継
つぎ

貿
ぼう

易
えき

によって琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

は繁
はん

栄
えい

し，独
どく

自
じ

の文
ぶん

化
か

を築
きず

き
上
あ

げました。しかし，16世
せい

紀
き

半
なか

ばになると，明
みん

の商
しょう

人
にん

が国
くに

の規
き

制
せい

を破
やぶ

って東
とう

南
なん

アジアへ盛
さか

んに進
しん

出
しゅつ

するようになり，ポルトガル商
しょう

人
にん

などの活
かつ

動
どう

も活
かっ

発
ぱつ

になりました。その影
えい

響
きょう

を受
う

け，16世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

に
なると，琉

りゅう

球
きゅう

船
せん

の活
かつ

動
どう

は衰
おとろ

えていきました。

東
ひがしひがし

アジアをつなぐ
琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

→p.29

3

2

→p.76
おおお

146

→p.96
と

→p.100

学習
課題

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

やアイヌの人
ひとひと

々
びびとびと

は，周
しゅうしゅう

辺
へんへん

諸
しょ

国
こく

とどのような関
かんかん

係
けいけい

を築
ずきず

いた
のだろうか。琉

りゅう

球
きゅう

とアイヌの
人
ひとひと

々
びとびと

がつなぐ交
こう

易
えき4

84万
ばん

国
こく

津
しん

梁
りょう

の鐘
かね

　1458年に作られ，元は首
しゅ

里
り

城
じょう

正
せい

殿
でん

にありました。〈重要文化財 那覇市 沖縄
県立博物館・美術館蔵〉

琉
りゅう

球
きゅう

国は南
なん

海
かい

の勝
しょう

地
ち

にして
三
さん

韓
かん
（韓
かん
国
こく
）の秀

しゅう

を集め
大明

みん
（中国）をもって輔

ほ

車
しゃ
（ほお骨

ぼね
と歯ぐきのよ

うに重
じゅう
要
よう
な関係）となし

日
にち

域
いき
（日本）をもって唇

しん

歯
し
（唇

くちびる
と歯のように密

みっ
接
せつ

な関係）となす
この二つの中間にありて
湧
ゆう

出
しゅつ

する蓬
ほう

萊
らい

の島なり
舟
しゅう

楫
しゅう

をもって（船を通わせて）
万
ばん

国
こく

の津
しん

梁
りょう
（懸

か
け橋）となし

異
い

産
さん

至
し

宝
ほう

十
じゅっ

方
ぽう

刹
さつ

に充
じゅう

満
まん

す…

8 世界世界界世世界遺遺遺遺
いい

産産産産
さんん

首首首首
しゅしゅ

里里里
り

城城城城城
じょうう

跡跡跡跡
あとと

に復に復復に復
ふくふ

元元元
げんげ

されたされたされた正正正
せいせ

殿殿殿
でんで

　約450年間の約4 0年間の約 年　約450年間の
琉琉琉
りゅうゅ

球球球
きゅうき

王国の王城で，中国や日本の王王国の王城で 中国や日本本の王国の王城で 中国や日本の建建建
けんん

築築築
ちくち

文化の文化の文化の影影影
えいい

響響響
きょうょ

を受けを受けを受け
ています。沖縄戦で焼ていますす 沖縄戦で焼ています 沖縄戦で焼

しょうし

失失失
しつつ

し，1992年に復元されました。し 2年に復元元されました。し 1992年に復元されました

2

おもな城

しゅ り

首里

ちゅうざんんん

中山

ほくざん

北山北山北山

ざんなんざんざん

南山南南

沖お
き

縄な
わ

島じ
ま

0 20km

6 ３王国に分か３王国に分分か３王国に分か
れていたころのれれていたころのれていたころの琉琉琉

りゅううり う

球球球球
きゅうき うきゅう

按按按
あああ

司司司
じじじ

とよばれとよばばれとよばれ
る豪豪る豪

ごううごう

族族族
ぞくくぞく

が，各地にが 各地にが，各地に
グスクググスクグスク（城）を築城城 を築（城）を築（城） 築

きずきず

いいい
て，勢てて 勢て 勢

せいい

力力力
りょくょ

争いをし争いをし争いをし
ていました。てていました。ていました

3

図版1のどのあた
りに，琉

りゅう

球
きゅう

が描
えが

か
れているかな。

8 当時の当時の当時の当時の琉琉琉琉
りゅうゅ

球球球球
きゅうゅ

について書かれたについて書かれたに 書かれたに て書かれた朝朝朝朝
ちょうう

鮮鮮鮮鮮
せんん

の書物の書物の書物の書物（『海『海（『海（『海
東諸国紀』）東諸国紀 ）東諸国紀』）〈国立国会図書館蔵〉国立国会図書館蔵〉〈国立国会図書館蔵〉
1

富ふ

山ざ
ん

浦ほ 対つ
し
ま馬

九
州

78
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東
ひがしひがし

アジアとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

がこの時
じじ

代
だいだい

の日
にっにっ

本
ぽんぽん

にもたらした影
えい

響
きょう

と
は何
なになに

か，政
せい

治
じ

と経
けい

済
ざい

の面
めんめん

から説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第2節の問いを振り返ろう

p.70~79 ヒント

日本は，特に中国とどのような
関係を築

きず
，，
いたかに，注目しよう。

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

地域史
本州が古

こ
墳
ふん
時代から平

へい
安
あん
時代であった長い間，樺

から
太
ふと

（サハリン）から根
ね
室
むろ
半島・千

ち
島
しま
列島に及

およ
ぶ地

ち
域
いき
にはオ

ホーツク文化が，北海道のそれ以外の地域には擦
さつ
文
もん
文

化とよばれる独自の文化が，形づくられていました
（→p.29）。擦文文化は，木

もく
片
へん
でこすった跡

あと
が残る土

ど

器
き
（擦文土器）が出土することからこの名前が付いてお
り，やがてオホーツク海沿

えん
岸
がん
部まで広がりました。後

のち

に擦文文化はアイヌ文化へと発
はっ
展
てん
していきました。

北海道の独
どく

自
じ

の文化

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

とアイヌの人
ひとひと

々
びとびと

が交
こうこう

易
えきえき

していた相
あいあい

手
てて

と交
こうこう

易
えきえき

品
ひんひん

を，それ
ぞれ本

ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

してみよう。

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

やアイヌの人
ひとひと

々
びとびと

が周
しゅうしゅう

辺
へんへん

諸
しょ

国
こく

とどのような交
こうこう

易
えきえき

を行
おこなおこな

ったのか
説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

　　日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

の北
ほく

端
たん

では，狩
か

りや漁
りょう

を中
ちゅう

心
しん

とした
生
せい

活
かつ

が長
なが

く続
つづ

いていましたが，13世
せい

紀
き

までに
はアイヌ文

ぶん

化
か

が成
せい

立
りつ

しました。蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）のアイヌの人
ひと

々
びと

は，
樺
から

太
ふと

に進
しん

出
しゅつ

し，アムール川
がわ

流
りゅう

域
いき

と活
かっ

発
ぱつ

に交
こう

易
えき

・交
こう

流
りゅう

していました。

また，津
つ

軽
がる

半
はん

島
とう

（青
あお

森
もり

県
けん

）の十
と

三
さ

湊
みなと

も，アイヌの人
ひと

々
びと

との交
こう

易
えき

地
ち

と
なり，北

きた

の日
に

本
ほん

海
かい

交
こう

通
つう

の中
ちゅう

心
しん

でした。14世
せい

紀
き

ごろには，領
りょう

主
しゅ

であ
る安

あん

藤
どう

（安
あん

東
どう

）氏
し

の下
もと

で繁
はん

栄
えい

し，北
ほっ

方
ぽう

産
さん

の鮭
さけ

や昆
こん

布
ぶ

・毛
け

皮
がわ

などが日
に

本
ほん

海
かい

交
こう

通
つう

によって京
きょう

都
と

などへ送
おく

られていきました。

やがて和
わ

人
じん

（本
ほん

州
しゅう

の人
ひと

々
びと

）は，蝦
え

夷
ぞ

地
ち

の南
なん

部
ぶ

へ進
しん

出
しゅつ

し，館
たて

とよばれ
る根

こん

拠
きょ

地
ち

を造
つく

り，アイヌの人
ひと

々
びと

と交
こう

易
えき

しました。15世
せい

紀
き

半
なか

ば，和
わ

人
じん

の進
しん

出
しゅつ

に圧
あっ

迫
ぱく

されたアイヌの人
ひと

々
びと

は，コシャマインを指
し

導
どう

者
しゃ

とし
て，和

わ

人
じん

と衝
しょう

突
とつ

を起
お

こしました。この衝
しょう

突
とつ

から80年
ねん

ほど争
そう

乱
らん

が続
つづ

くなかで，和
わ

人
じん

の居
きょ

住
じゅう

地
ち

は限
げん

定
てい

されていきました。その後
ご

しばらく
は，アイヌの人

ひと

々
びと

と和
わ

人
じん

の交
こう

易
えき

は安
あん

定
てい

したものとなりました。

アイヌの人
ひとひと

々
びとびと

と
交
こうこう

易
えきえき

→p.29

解説
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箱館箱
はこだて

十三湊

蠣崎蠣崎蠣崎

勝山館
かつやま

志苔館
し のり

松前大館

渡
　島
渡
　　半
島
　　　　島　
半

お
し
ま

と　さ みなと

かきざざきざ

まつまえおおつまつつま

0 50km

和人の根拠地（館）
わ  じん こんきょ ち たて

87和
わ

人
じん

の蝦
え

夷
ぞ

地
ち

への進出

66日本の北と南の交易

45ﾟ45ﾟ

15ﾟ15ﾟ

150ﾟ150

120ﾟ20105ﾟ05
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日
本

海

太　平　洋
たい　　へい　　よう

アアムムムムムアムーールルルル
川川川

黄黄黄黄黄黄
河河河

こ
う
こ
う

ががが

長長江江
ちょうち うちょう

こうこう

東
シ
ナ
海海

東
シ
ナ
海

南南
シシ
ナナナ
海海
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（ボルネオ）島

樺太樺樺
（サハリン）（サ（（サハ

からふとかか
千ち

島島島
列
島し
ま

5ﾟ513135

十三湊十三十三十三湊十三湊

堺堺堺堺堺堺堺
浦山山浦山富山富 浦山浦

杭州州杭杭杭州杭杭杭杭杭杭州

福州福州

多多多博多多多博博博博博多多多多多多博博博多多博博博博博博多

城漢城漢漢漢漢漢漢城漢漢漢漢城漢漢漢漢城漢漢漢城漢城

庫庫庫兵庫兵庫兵庫兵庫兵庫兵兵兵兵兵庫庫庫兵兵庫

北京北京

広州広州

マニラママママママママニララタヤアユアユアユユタタタユユタアアアアアアア タヤヤヤユアアユタヤ

マラッカラママ ッカッカマラッカママ カマ カマラッカ

バンンンバンンンパパレンバパレ バパパパパパ ンパレンバン

とと   さと と さ と さ みなとみみみなとなと

いいいいかかささかささかさささかかかいさささかい

んん んざんざんざんざふ ざふ ざ ほふ んふふ ざんざん ほ

ハンハンンチ ウチチチチ ウョウ

フーフー ウウチョウチョウ

たたかかか か たか か たか たかかかはかはかははははははかはかかかかはは たははか た

かかかかかんかんかんじょうじじ うょうううじょじょじょうょう

ペ キンペ ンキン

コワンチョウコワンンチ ウョウ

首里首里
しゅ  りしゅ  りししゅ り

日本日日

朝鮮
ちょうちち せん

明
みん

琉球
王国王

りゅうきゅう

おうこくうう

シシャム

マラッカカマラッマラッカ

大越大大大越
えつだい ついえつえつつ

勝山館勝山館
つやまたかつかつかかかかつやまたてかつかつやまたて

坊津坊津坊津坊坊坊坊津坊坊津津
ぼうのぼぼぼうのぼうぼうぼうぼううのうのつつつ

マッコウクジラ
からとれる香料

朝鮮人参
ちょうせんにんじん ラッコ

の毛皮

生糸
絹織物
陶磁器
銅銭

　き いと

きぬおりもの

とう じ き

どうせん

香辛料・象牙
こうしんりょう ぞう げ

馬・硫黄
い おう

日本刀・屛風
銅・砂金

びょう  ぶ

さ きんどう

鮭
さけ

香辛料

琉球の中継貿易の交易路
アイヌの人々の交易路
主な交易品

なかつぎぼうえき

0 1000km

65熊
くま

像
ぞう

　オホーツク文化
の遺

い

跡
せき

から出土した熊像
で，鯨

くじら

の歯で作られていま
す。何かしらの儀

ぎ

式
しき

に使わ
れたと考えられています。
〈北海道 網走市立郷土博物館蔵〉

解 説 蝦
え

夷
ぞ

地
ち

蝦
えみ し

夷は，古代に日本の東北部に住んでいた先住民を指
して，和

わ

人
じん

が作った言葉です。蝦夷とアイヌの人々との
関係は明らかになっていませんが，この蝦夷に由来して，
北海道は蝦夷地とよばれていました。

88志
し

苔
のり

館
たて

付近で出土した
大量の宋

そう

銭
せん
〈重要文化財 北海

道 函館市教育委員会提供〉
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倉
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町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
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BCB CB.C.

A.D.
1

2

3

弥

生

「魏
ぎ

志
し

」倭
わ

人
じん

伝
でん

から見る邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

　「魏志」倭人伝には，邪馬台国への道
みち
筋
すじ
や国内の様

子が記されています。

歴史
プラス

5

10

15

り物
もの

や王
おう

の地
ち

位
い

を得
え

ることによってほかの国
くに

より優
ゆう

位
い

に立
た

とうとし
ました。その結

けっ

果
か

，倭
わ

国
こく

全
ぜん

体
たい

を統
とう

治
ち

する倭
わ

王
おう

の称
しょう

号
ごう

と金
きん

印
いん

，銅
どう

鏡
きょう

100枚
まい

を得
え

ました。諸
しょ

国
こく

には王
おう

から奴
ど

隷
れい

までの身
み

分
ぶん

があり，国
くに

を治
おさ

めるしくみが整
ととの

えられていました。
　　本

ほん

州
しゅう

が弥
や よ い

生時
じ

代
だい

になったころ，現
げん

在
ざい

の北
ほっ

海
かい

道
どう

を中
ちゅう

心
しん

とする北
きた

の地
ち

域
いき

と，沖
おき

縄
なわ

を中
ちゅう

心
しん

とす
る南

なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

では，狩
か

りや漁
りょう

を中
ちゅう

心
しん

にした生
せい

活
かつ

が続
つづ

いていました。北
ほっ

海
かい

道
どう

では，シカなどの狩
か

りや，鮭
さけ

などの漁
りょう

が行
おこな

われていました。一
いっ

方
ぽう

，沖
おき

縄
なわ

では，サンゴ礁ゴゴ
しょう

で漁
りょう

が行
おこな

われていました。

この時
じ

代
だい

の北
きた

と南
みなみ

の地
ち

域
いき

は決
けっ

して孤
こ

立
りつ

していたのではなく，さま
ざまな地

ち

域
いき

と活
かっ

発
ぱつ

に交
こう

流
りゅう

をしていました。沖
おき

縄
なわ

や奄
あま

美
み

のサンゴ礁ゴゴ
しょう

で
採
と

れる巻
ま

き貝
がい

は腕
うで

輪
わ

に加
か

工
こう

され，北
ほっ

海
かい

道
どう

にまで運
はこ

ばれたものもあり
ました。装

そう

飾
しょく

品
ひん

などに使
つか

われるヒスイや，鋭
するど

く割
わ

れて狩
か

りや物
もの

を切
き

るために使
つか

われた黒
こく

曜
よう

石
せき

も広
ひろ

い地
ち

域
いき

から出
しゅつ

土
ど

しており，交
こう

易
えき

が盛
さか

ん
に行

おこな

われていたことが分
わ

かっています。

→p.33
おさおさおさ

縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生時
じじ

代
だいだい

の
交
こう

易
えき

と交
こうこう

流
りゅうりゅう

10

9

8

7

6

？

伝に書かれた「魏志」倭人伝に伝にに
台国への道筋邪馬台台台国

伊都国
い  と こく

対馬国
つしまこく

奴 国
な
奴

こく

邪馬台国？
邪馬台国？

末
盧
国

ま
つ
ら
こ
く

九州説邪馬台国？

畿内説邪馬台国？

0 200km

2 邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の所
在地 邪馬台国は，
北九州もしくは畿

き

内
ない

にあったという
説が有力ですが，
どちらにあったの
かはいまだに決着
がついていません。

5

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の様子

86日本各地に広がる縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生時代の交易

海道海

ヒスイの
主な原産地

4

貝の主な
原産地

123

0 200km

ヒスイが見つかった，
縄文時代の主な遺跡

黒曜石の主な原産地

貝製の腕輪が見つかった，
弥生時代の主な遺跡

27黒
こく

曜
よう

石
せき

北海道の黒曜石は
を越

こ

えてロシアやサハリンでも
されていました。〈北海道千歳市 キ
９遺跡出土 北海道埋蔵文化財センタ

2 8

29 輪
わ

と指輪
浜遺跡出

土 土井ヶ浜遺跡・人類学
ミュージアム蔵〉

810北海道・南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

の歩み

200

前400

紀元

400

200

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

本州・九州・四国 北海道南西諸島年

首
長
・
王
の

支
配
す
る

農
耕
の
時
代

↓
p.78

琉
球
王
国

時
代

↓
p.78・118・120

「
貝
塚
文
化
」の
時
代

（
漁
と
畑
作
が
中
心
）

「
続
縄
文
文
化
」の
時
代

（
狩
り
と
漁
が
中
心
）

「
ア
イ
ヌ
文
化
」

の
時
代↓

p.79・119・121

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
」・

「
擦
文
文
化
」の
時
代

↓
p.79

古墳

飛鳥

平安

江戸
安土桃山

奈良

鎌倉

戦国

南北朝

縄文

弥生

室町

か
い
づ
か

し
ゅ
ち
ょ
う

し
は
い

の
う
こ
う

ぞ
く
じ
ょ
う
も
ん

じょうもん

こ ふん

やよい

へいあん

かまくら

え　ど

あ す か

り
ゅ
う
き
ゅ
う

むろまち

さ
つ
も
ん

それぞれの中
ちゅうちゅう

国
ごくごく

の歴
れきれき

史
しし

書
しょしょ

に書
かか

か
れた日

にっにっ

本
ぽんぽん

の様
ようよう

子
すす

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から箇
か

条
じょう

書
がが

きで書
かか

き出
だだ

してみよう。

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

が国
くにくに

々
ぐにぐに

をまとめるため
に，どのようなことを行

おこなおこな

ったか
説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう
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小学校●地理●公民との関連 松前藩（小），アイヌの人々（小・地・公），シャクシャイン（小）

5

10

15

　　薩
さつ

摩
ま

藩
はん

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

）は，明
みん

との貿
ぼう

易
えき

で栄
さか

えていた琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

（沖
おき

縄
なわ

県
けん

）を1609年
ねん

に支
し

配
はい

し，検
けん

地
ち

を行
おこな

って百
ひゃく

姓
しょう

から年
ねん

貢
ぐ

米
まい

や布
ぬの

などを取
と

り立
た

てるなど，厳
きび

しく監
かん

督
とく

しました。
　琉

りゅう

球
きゅう

は，明
みん

に朝
ちょう

貢
こう

し，明
みん

の文
ぶん

化
か

や産
さん

物
ぶつ

，海
かい

外
がい

情
じょう

報
ほう

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り
入
い

れていました。それらは幕
ばく

府
ふ

や薩
さつ

摩
ま

藩
はん

にとっても貴
き

重
ちょう

であったた
め，明

みん

の後
あと

に出
で

来
き

た清
しん

とも，幕
ばく

府
ふ

や薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の管
かん

理
り

の下
もと

で朝
ちょう

貢
こう

を続
つづ

け
ることが認

みと

められました。琉
りゅう

球
きゅう

から中
ちゅう

国
ごく

へは，薩
さつ

摩
ま

藩
はん

を通
とお

して入
にゅう

手
しゅ

した日
にっ

本
ぽん

や蝦
え

夷
ぞ

地
ち

の馬
うま

，硫
い

黄
おう

，昆
こん

布
ぶ

・ふかひれ・なまこなどの海
かい

産
さん

物
ぶつ

が輸
ゆ

出
しゅつ

され，中
ちゅう

国
ごく

から琉
りゅう

球
きゅう

へは，絹
きぬ

織
おり

物
もの

・医
い

薬
やく

品
ひん

・茶
ちゃ

・陶
とう

磁
じ

器
き

が
輸
ゆ

入
にゅう

されました。また，琉
りゅう

球
きゅう

特
とく

産
さん

の黒
くろ

砂
ざ

糖
とう

，漢
かん

方
ぽう

薬
やく

・染
せん

料
りょう

に使
つか

われ
るウコンが盛

さか

んに作
つく

られ，琉
りゅう

球
きゅう

はそれらを薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の商
しょう

人
にん

を通
つう

じて大
おお

阪
さか

で売
う

り，そこで得
え

た利
り

益
えき

を中
ちゅう

国
ごく

との貿
ぼう

易
えき

資
し

金
きん

にしました。
　琉

りゅう

球
きゅう

からは，将
しょう

軍
ぐん

が代
か

わるごとに慶
けい

賀
が

使
し

とよばれる就
しゅう

任
にん

祝
いわ

いの使
し

節
せつ

と，琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

が代
か

わるごとに謝
しゃ

恩
おん

使
し

とよばれる感
かん

謝
しゃ

の使
し

節
せつ

が江
え

戸
ど

に
派
は

遣
けん

されました。薩
さつ

摩
ま

藩
はん

は，これらの使
し

節
せつ

の行
ぎょう

列
れつ

を中
ちゅう

国
ごく

風
ふう

に仕
し

立
た

て
て行

こう

進
しん

させ，幕
ばく

府
ふ

と薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の権
けん

威
い

が遠
とお

く琉
りゅう

球
きゅう

まで及
およ

んでいることを
国
こく

内
ない

の人
ひと

々
びと

に印
いん

象
しょう

づけました。

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

への
窓
まど

口
ぐち →p.76

→p.78，1

史料

→p.19

→p.120
で

→p.117

→p.130

→p.131
ゆゆ に う

→p.131

2

学習
課題

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

とアイヌの人
ひとひと

々
びびとびと

は，薩
さつ

摩
ま

藩
はん

や松
まつ

前
まえ

藩
はんはん

とどのような関
かんかん

係
けいけい

に
あっただろうか。琉

りゅう

球
きゅう

王
おうおう

国
こくこく

とアイヌ
の人

ひとひと

々
びとびと

への支
し

配
はい4

那
な

覇
は

港に
さまざまな 
地域からの 
船がいるのは 
どうして
かな。

薩
さつ

摩
ま

藩
はん

が琉
りゅう

球
きゅう

に
出した決まり

82琉
りゅう

球
きゅう

からの謝
しゃ

恩
おん

使
し

　琉球の使節団は，約
100名から成り，江

え

戸
ど

への道中では中国風の衣
い

装
しょう

を着たり，音楽を演
えん

奏
そう

したりしました。江戸
までの往

おう

復
ふく

の費用は重い負
ふ

担
たん

でしたが，使節の
派
は

遣
けん

によって王国としての地位を保
たも

てたので，
琉球王国にとって重要な外交儀

ぎ

礼
れい

でした。慶
けい

賀
が

使
し

と合わせると，江戸時代を通して計18回派
遣されました。〈『琉球中山王両使者登城行列』 国立
公文書館蔵〉

8 那那那
なな

覇覇覇覇
はは

港のにぎわい港のにぎわい港のにぎわい 那覇港は，那覇港は，那覇港は 明明明明
みんみんみん

・清清・清
しんんしん

への船や，への船やへの船や 薩薩薩
さつつさつ

摩摩摩
ままま

藩藩藩
はんははん

の船，琉の船，琉の船 琉
りゅううりゅう

球球球
きゅううきゅう

の船でにぎわっていました。の船でにぎわっていま たの船でにぎわっていました
〈『琉球貿易図屛風』 滋賀大学経済学部附属史料館蔵〉〈 琉球貿易図屛風 滋賀大学経済学部附属史料館蔵〈『琉球貿易図屛風』 滋賀大学経済学部附属史料館蔵〉
1

中国への進
しん

貢
こう

船
せん

薩
さつ

摩
ま

の船

琉
りゅう

球
きゅう

の船

118
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江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

が安
あんあん

定
ていてい

した全
ぜんぜん

国
こくこく

支
し

配
はい

ができた理
りり

由
ゆうゆう

を，統
とう

治
ち

のしく
みと関

かんかん

係
けいけい

させて説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第3節の問いを振り返ろう

p.112~119 ヒント

江戸幕府が行った国内と国外の
政策をそれぞれ確認しよう。

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

87チャシ跡
あと

（新ひだか町）　チャシとはアイ
ヌ語で「とりで」の意味で，鮭

さけ

などを取って生
活するアイヌの人々にとって重要な川や海の
ほとりや，丘

おか

の上などに造
つく

られました。上の
チャシは，松

まつ

前
まえ

藩
はん

と戦うシャクシャインの拠
きょ

点
てん

となりました。〈北海道 新ひだか町教育委員会
提供〉

チャシ跡
あと

静
しず

内
ない

川
がわ

5

10

15

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

と薩
さつ

摩
ま

藩
はん

，アイヌの人
ひとひと

々
びとびと

と松
まつ

前
まえ

藩
はんはん

の交
こう

易
えき

品
ひんひん

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から
それぞれ書

かか

き出
だだ

してみよう。

薩
さつさつ

摩
まま

藩
はんはん

と琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

，松
まつまつ

前
まえまえ

藩
はんはん

とア
イヌの人

ひとひと

々
びとびと

が，それぞれどのよ
うな関

かんかん

係
けいけい

にあったか，説
せつせつ

明
めいめい

して
みよう。

確認
しよう

説明
しよう

　　蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）の多
おお

くの土
と

地
ち

にはアイヌの人
ひと

々
びと

が
暮
く

らし，南
なん

西
せい

部
ぶ

の渡
お

島
しま

半
はん

島
とう

には松
まつ

前
まえ

藩
はん

の和
わ

人
じん

の住
す

む
和
わ

人
じん

地
ち

がありました。アイヌの人
ひと

々
びと

は，漁
りょう

や狩
か

りを行
おこな

ってにしん・
鮭
さけ

などの海
かい

産
さん

物
ぶつ

や毛
け

皮
がわ

などを渡
お

島
しま

半
はん

島
とう

や東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

まで運
はこ

び，和
わ

人
じん

と
米
こめ

・木
も

綿
めん

・鉄
てつ

製
せい

品
ひん

などと交
こう

換
かん

していました。また，千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

・樺
から

太
ふと

・中
ちゅう

国
ごく

東
とう

北
ほく

部
ぶ

の人
ひと

々
びと

とも交
こう

易
えき

していました。
松
まつ

前
まえ

藩
はん

は，耕
こう

地
ち

が乏
とぼ

しく冷
れい

涼
りょう

な気
き

候
こう

で米
こめ

がとれなかったことから，
年
ねん

貢
ぐ

米
まい

による収
しゅう

入
にゅう

の代
か

わりにアイヌの人
ひと

々
びと

と交
こう

易
えき

し，その利
り

益
えき

を得
え

る権
けん

利
り

を幕
ばく

府
ふ

から与
あた

えられました。
　　松

まつ

前
まえ

藩
はん

の武
ぶ

士
し

がアイヌの人
ひと

々
びと

の住
す

む地
ち

へ行
い

って
交
こう

易
えき

を行うようになり，品
しな

物
もの

を交
こう

換
かん

する際
さい

の比
ひ

率
りつ

がアイヌの人
ひと

々
びと

にとって不
ふ

利
り

なものになると，松
まつ

前
まえ

藩
はん

への不
ふ

満
まん

が高
たか

まりました。アイヌの人
ひと

々
びと

は，かつてのアイヌ主
しゅ

体
たい

の交
こう

易
えき

を求
もと

め，
松
まつ

前
まえ

藩
はん

と対
たい

立
りつ

し，1669年
ねん

にシャクシャインを中
ちゅう

心
しん

に立
た

ち上
あ

がって戦
たたか

いました。しかし，幕
ばく

府
ふ

の支
し

援
えん

を受
う

けた松
まつ

前
まえ

藩
はん

に敗
やぶ

れ，その結
けっ

果
か

，

松
まつ

前
まえ

藩
はん

が交
こう

易
えき

の主
しゅ

導
どう

権
けん

を握
にぎ

るようになりました。18世
せい

紀
き

になると松
まつ

前
まえ

藩
はん

の武
ぶ

士
し

は，海
かい

産
さん

物
ぶつ

の交
こう

易
えき

を大
だい

商
しょう

人
にん

に請
う

け負
お

わせ，のちには漁
ぎょ

場
じょう

に多
おお

くのアイヌの人
ひと

々
びと

が働
はたら

き手
て

として駆
か

り出
だ

されることになりました。

蝦
え

夷
ぞ

地
ちち

への
窓
まどまど

口
ぐちぐち →p.79

す

→p.79

4 →p.121
こ

5

→p.121
めめめ

3

交
こうこう

易
えきえき

をめぐる
衝
しょう

突
とつ

6

7

83アイヌオムシャの様子 オム
シャとはアイヌ語で「あいさつ」の
意味で，もともとアイヌの人々と
の交
こう

易
えき

の場を指していました。松
まつ

前
まえ

藩
はん

が出来てからは，藩の役人が
アイヌの人々を集め，支

し

配
はい

するた
めの儀

ぎ

礼
れい

となりました。〈『日高ア
イヌオムシャ之図』 北海道 函館市中央
図書館蔵〉

85にしんの漁場で働く人々　取れたにしんを運ん
だり干

ほ

したりして働く人々が描
えが

かれています。後
のち

の松
まつ

浦
うら

武
たけ

四
し

郎
ろう

（→p.181）もこのようなアイヌの人々の姿
すがた

を
伝えました。〈『蝦夷島奇観』 東京国立博物館蔵〉

太 平 洋太 平 洋
たいたい へいへい ようようシブチャリリリ

　　（染退）　　

オオタオルナイ（小オ 樽）

シラオイシラオイシラオイ
（白老）

松前
江差

弘前 八八 戸

函館

　わ　じん　ち
和人地

1669年にシャクシャインの
戦い（アイヌの人々と松前
藩の衝突）が起こる
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はん しょうとつ

お  たる

半
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え  さし

0 100km

441669年ごろの蝦
え

夷
ぞ

地

松前藩へ

アイヌの人々へ

86松
まつ

前
まえ

藩
はん

とアイヌの人々の取り引き〈北海道博物館蔵〉
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▶琉球とアイヌの人々の歴史を古代から現代まで一貫して取り上げています。 
それぞれの文化や周辺地域との関わりについて深く理解することができます。

琉球とアイヌの人々の一貫した記述

p.78-79

p.28-29

p.118-119

p.281

琉球とアイヌの人々の歴史 掲載ページ一覧
ページ タイトル

p.78-79 琉球とアイヌの人々がつなぐ交易

p.118-119 琉球王国とアイヌの人々への支配

p.120-121 歴史を探ろう 琉球とアイヌの人々の暮らし

p.164 コラム 那覇と函館のペリー来航

p.180-181 沖縄・北海道と「近代化」の波

p.182-183 歴史を探ろう 移住と開拓が進む北海道

ページ タイトル

p.227 見出し 見直される伝承や文化

p.250-251 歴史を探ろう 戦場となった沖縄

p.268-269 見出し 沖縄の復帰と基地問題

p.269 コラム 現在に残る沖縄の基地問題

p.281 コラム 日本における先住民族

現代についても，最新の状況を取り上
げています。「未来に向けて」のコラム
では，沖縄の基地問題や，2019年に制
定された「アイヌ施策推進法」につい
て記述しています。
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1990年代初めに日本で起こっ
た，政

せい
治
じ

と経
けい

済
ざい

の大きな出来事
を二つ本文から書き出してみよ
う。

なぜ，財
ざい

政
せい

の赤字が増
ぞう

加
か

するの
か，その理由を一つ挙げて説明
してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

この後
のち

，経
けい

営
えい

が悪化して倒
とう

産
さん

する企
き

業
ぎょう

が続出し，長い不況の時期が
続きました（失われた20年）。2000年代にやっと景気が持ち直しま
したが，2008年の世界同時不況により，日本も不況になりました。
　不況と人々の移

い

動
どう

により，地
ち

域
いき

経済の衰
すい

退
たい

が進みました。かつて
「総

そう

中流社会」とよばれましたが，人々の生活の格
かく

差
さ

は拡
かく

大
だい

しました。
高
こう

齢
れい

化
か

はさらに進み，社会保
ほ

障
しょう

費
ひ

が増
ぞう

大
だい

し，財政の赤字も増
ふ

えまし
た。
　　　　　　　東アジアでは，日本の敗戦後にイギリスが再

さい

支
し

配
はい

し
ていた香

ホン

港
コン

が1997年に，1887年にポルトガルの支配
下に置かれたマカオが1999年に，それぞれ中国へ返

へん

還
かん

されました。
中国の経済は劇

げき

的
てき

に発
はっ

展
てん

したことにより，21世
せい

紀
き

に入って｢世界の
工場｣といわれるまでになりました。現

げん

在
ざい

では，その経済力を背
はい

景
けい

に国
こく

際
さい

的な発言力を強めています。
　日本と東アジアの国々とはさまざまな課題を抱

かか

えています。韓
かん

国
こく

と北
きた

朝
ちょう

鮮
せん

はいまだ分
ぶん

断
だん

されており，北朝鮮による日本人の拉
ら

致
ち

問題

も未
み

解
かい

決
けつ

のままです。こうした冷戦下からの出来事に加え，北朝鮮

による核
かく

開発問題や，日本と東アジアの国々の間には歴
れき

史
し

認
にん

識
しき

や領
りょう

土
ど

をめぐる問題もあり，関係改
かい

善
ぜん

に向けた努力が続けられています。

4

5

↓p.276

↓p.273

激変する
東アジア

↓p.161

7

↓p.267

8　撤
てっ
去
きょ
される日本企

き
業
ぎょう
の巨大広告

（2018年 ニューヨーク）　日本を代
表する電機企業も，長引く不

ふ
況
きょう

に加
え，巨

きょ
額
がく

の損
そん

失
しつ

を出して経
けい

営
えい

危
き

機
き

に
なり，ニューヨークのタイムズスク
エアに2007年から出していた広告を
取りやめました。これは日本企業の
ちょう落を象

しょう
徴
ちょう

する出来事として受
け止められました。

5

8　拉
ら
致
ち
被
ひ
害
がい
者
しゃ
の帰国　北

きた
朝
ちょう

鮮
せん

によって日本
から拉致された被害者のうち５名が，2002
年，24年ぶりに帰国しました。そのほかの
被害者のさらなる情報開示・帰国が求められ
ています。

7

未来に向けて

日本における先
せん

住
じゅう

民
みん

族
ぞく人権

　1946年に北海道アイヌ協会（→p.223）は再結成されました。その後，1980年代に世界
の先住民族が復

ふっ
権
けん

を訴
うった

え，動き始めたことにより，アイヌの人々もその流れに合流しま
した。1997年に，アイヌの人々の伝

でん
統
とう

文化を取り戻
もど

し発
はっ

展
てん

させる｢アイヌ文化振
しん

興
こう

法｣が
制
せい

定
てい

され，これにより北海道旧
きゅう

土
ど

人
じん

保
ほ

護
ご

法（→p.181）は廃
はい

棄
き

されました。
　2007年に，国

こく
連
れん

総
そう

会
かい

で「先
せん

住
じゅう

民
みん

の権
けん

利
り

に関する国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

宣
せん

言
げん

」が採
さい

択
たく

されたことを受け
て，08年，アイヌの人々を先住民族とすることを求める国会決議がなされました。政

せい
府
ふ

は，
日本が近代化する過

か
程
てい

において，差別されたアイヌの人々が多くいた歴
れき

史
し

的
てき

事実を認
みと

め，総
合的な施

し
策
さく

の確
かく

立
りつ

に取り組むことを表明しました。この一
いっ

環
かん

として，アイヌ文化を復
ふっ

興
こう

・
発
はっ

展
てん

させる拠
きょ

点
てん

としての「民族共
きょう

生
せい

象
しょう

徴
ちょう

空間」の整
せい

備
び

が決定し，国立アイヌ民族博物館と国
立民族共生公園が北海道白

しら
老
おい

町に2020年に完成する予定です。また，政府はアイヌの人々
の誇

ほこ
りが尊

そん
重
ちょう

される地
ち

域
いき

社会づくりに向
けた「アイヌ施策推

すい
進
しん

法」を2019年に制定
しました。

8　国立民族共
きょう
生
せい
公園（イメージ）　民族共

生象
しょう

徴
ちょう

空間の愛
あい

称
しょう

は，アイヌ語で「（大
おお

勢
ぜい

で）
歌うこと」という意味の「ウポポイ」に決定し
ました。

6
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地域史—琉球とアイヌの人々の歴史を重視
多面的・多角的に日本の歴史を捉える視点❷

特色

現代

※太字：ここで扱っているページ

特
色 

❷
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冷戦終結後には，どのような課題や社会の変化が起こったのか，一つの出来事を選びその原
げん
因
いん
から説

明してみよう。
第3節の問いを振り返ろう

p.278~283
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現
げん

在
ざい

，日本や世界でどのような
課題に直面しているか，本文か
ら書き出してみよう。

直面している課題のうち一つを
選び，それに取り組むためには
どのようにしたらよいか，歴史
で学んだことを生かして説明し
てみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

20

　　　　　　　　近年，記録的な猛
もう

暑
しょ

や大雨，大雪などの災
さい

害
がい

が多

くなっています。このような自然災害の増
ぞう

加
か

から地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

への危
き

機
き

感
かん

が高まり，火力発電で生じる二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などの
温室効

こう

果
か

ガスの排
はい

出
しゅつ

削
さく

減
げん

に向けた取り組みが求められています。

2015年には国際社会全体で脱
だつ

炭
たん

素
そ

化
か

社会を目指すパリ協定が新た
に採

さい

択
たく

され，国際的な取り組みが進められています。これまで地球

温暖化対
たい

策
さく

として，原子力発電が注目されていました。しかし，

2011年の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

における福島県の原子力発電所の事
じ

故
こ

を
きっかけに，エネルギー確

かく

保
ほ

の方法が改めて議
ぎ

論
ろん

され，そのなかで
太陽光や地熱などの再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーが，さらに注目されるよう
になりました。私たちは，現在だけでなく未来を見

み

据
す

えた｢持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社
しゃ

会
かい

｣の実
じつ

現
げん

に向けての取り組みを，十分に考えねばなりません。

　　　　　　　　　私たちが生きる現在は，人口問題や環境問題な
ど，大きな転

てん

換
かん

期
き

を迎
むか

えています。日本列島に暮
く

らす人々は，これまでいくつもの転換期の困
こん

難
なん

に直面しましたが，

知
ち

恵
え

と力を出して克
こく

服
ふく

してきました。日本の歴史のなかにはそうし
た知

ち

恵
え

と経験が詰
つ

まっています。私たちはこれらの知恵や経験を世

界の人々へ発信し，共有することで，共に生きる社会を築
きず

き，世界

に貢献することができます。現在と未来を考えるとき，きっと歴史

で学んだことが役に立つときが来るでしょう。

環
かん

境
きょう

と資
し

源
げん

エネルギー

5

1

未来のために
歴史から学ぶ

34

8　iPS細
さい
胞
ぼう
から作った細胞を販

はん
売
ばい
する企

き
業
ぎょう

（2014年）　2012年に京都大学の山
やま
中
なか
伸
しん
弥
や

教授が，人の皮
ひ
膚
ふ
や血
けつ
液
えき
から作られ，さまざ

まな細胞に変化するiPS細胞（人工多
た
能
のう
性
せい
幹
かん
細
さい

胞
ぼう
）の研究で，ノーベル賞を受賞しました。

iPS細胞は，再
さい
生
せい
医
い
療
りょう
の向上はもちろんのこ

と，iPS細胞を販売する企
き
業
ぎょう
も現

あらわ
れるなど，

これからの経
けい
済
ざい
効
こう
果
か
も期待されています。

6

1 2015年，国
こく

連
れん

総
そう

会
かい

で採
さい

択
たく

された『持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開発のための2030アジェンダ』で国際社
会共通の「持続可能な開発目標（SDGs）」（→ 
p.286）が設

せっ

定
てい

されました。

未来に向けて

現代社会の見直しを迫
せま

った東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい環境

　2011年3月11日，東北地方の太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

を震
しん

源
げん

とする，日本の観
かん

測
そく

史上最大の
地
じ

震
しん

が起きました。地震のあと，東北地方を中心に津
つ

波
なみ

が襲
おそ

い，死者・行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

者は合わせて1万８千人以上という大きな被
ひ

害
がい

が出ました。多くの人が家を失い，
街全体に大きな被害を受けた地

ち
域
いき

もありました。
　さらに地震と津波により，福島県の原子力発電所で事

じ
故
こ

が起こり，放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

が外部に漏
も

れ出しました。放射性物質の広がりは，人々に健康や食品への不安を
引き起こしました。事故を起こした原子力発電所周辺の住民たちの避

ひ
難
なん

や，がれ
きや汚

お
染
せん

水
すい

などの処
しょ

理
り

は今もなお続いています。
　東日本大震災は，自然災

さい
害
がい

の恐
おそ

ろしさとともに，｢当たり前｣と感じてしまう日々
の生活の大切さを改めて考えさせました。地域社会のつながりや地域社会で共有
された記

き
憶
おく

の大切さも認
にん

識
しき

されました。また，この大震災を機に，エネルギーを
大量に使う社会のあり方も議

ぎ
論
ろん

されるようになりました。

6　事
じ
故
こ
を起こした直後の福島第一原子力発電所5

4　東
ひがし
日
に
本
ほん
大
だい
震
しん
災
さい
の記

き
憶
おく

を伝えるための石
せき
碑
ひ
（宮

城県女
おな
川
がわ
町
ちょう
）　震災の時

に小学6年生だった子ど
もたちが中心となり，震
災の記憶を千年後に伝え
るために「女川いのちの
石碑」を建てました。

4
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p.83

文化史・地域史のほかにも，歴史の理解を深めるためのさまざまな視点を盛り込んでいます。
多様な立場や異なる見方を学ぶことで，歴史を多角的に捉えることができます。

▶学習内容に深く関わった人物を「人物コラム」で紹介しています（計49名）。 
為政者だけでなく，地域で活躍した人や女性など，さまざまな立場の人々を紹介しています。

▶巻末には，教科書に掲載されたおもな人物のさくいんを掲載しています（計318名）。
▶小学校の社会科で学習する42人の人物も，すべて掲載しています。

▶一つの歴史的事象について，さまざまな立場の人々の見方を示す資料を多く掲載しています。 
たとえば第二次世界大戦のページでは，人々が敗戦をどのように受け止めたか，異なる三つの意見を
掲載しています。

多くの人物を掲載

異なる見方を示す資料

p.252

小学校●地理●公民との関連 原子爆弾の投下（小），ポツダム宣言（小）

10

　　日
にっ

本
ぽん

は1945（昭
しょう

和
わ

20）年
ねん

７月
がつ

に出
だ

されたポツ
ダム宣

せん

言
げん

を黙
もく

殺
さつ

しました。アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

は，
戦
せん

争
そう

の早
そう

期
き

終
しゅう

結
けつ

とともにソ連
れん

に対
たい

して優
ゆう

位
い

に立
た

つため，原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

（原
げん

爆
ばく

）の投
とう

下
か

を決
けっ

定
てい

しました。８月
がつ

６
むい

日
か

午
ご

前
ぜん

８時
じ

15分
ふん

に広
ひろ

島
しま

へ，８月
がつ

９
ここの

日
か

午
ご

前
ぜん

11時
じ

２分
ふん

に長
なが

崎
さき

へ投
とう

下
か

された原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

により，町
まち

の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

は
壊
かい

滅
めつ

しました。広
ひろ

島
しま

では約
やく

14万
まん

人
にん

もの人
ひと

々
びと

が，長
なが

崎
さき

でも1945年
ねん

末
まつ

までに７万
まん

人
にん

を数
かぞ

える人
ひと

々
びと

が犠
ぎ

牲
せい

になりました。そのときに生
い

き
残
のこ

った人
ひと

々
びと

も，放
ほう

射
しゃ

線
せん

の後
こう

遺
い

症
しょう

などによって苦
くる

しみました。

そして８月
がつ

８
よう

日
か

深
しん

夜
や

，ソ連
れん

は，ヤルタ協
きょう

定
てい

を基
もと

に日
にっ

ソ中
ちゅう

立
りつ

条
じょう

約
やく

を
破
やぶ

って日
にっ

本
ぽん

に宣
せん

戦
せん

布
ふ

告
こく

し，９
ここの

日
か

に満
まん

州
しゅう

と南
みなみ

樺
から

太
ふと

への侵
しん

攻
こう

を開
かい

始
し

しま
した。事

じ

態
たい

を重
おも

く見
み

た日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

は，天
てん

皇
のう

制
せい

が維
い

持
じ

できるという考
かんが

え
の下

もと

で，1
じゅう

4
よっ

日
か

にポツダム宣
せん

言
げん

を受
う

け入
い

れて降
こう

伏
ふく

することを決
き

めま
した。翌

よく

15日
にち

，昭
しょう

和
わ

天
てん

皇
のう

はラジオ放
ほう

送
そう

でこの決
けっ

定
てい

を国
こく

民
みん

に知
し

らせ
ました（玉

ぎょく

音
おん

放
ほう

送
そう

）。

原
げんげん

子
しし

爆
ばく

弾
だん

の投
とうとう

下
かか

→p.249
れんれんれん

史料，

3

4

史料

→p.249
なみな から

→p.241

史料1

学習
課題 第

だいだい

二
にに

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

は，どのように終
しゅうしゅう

結
けつけつ

したのだろうか。ポツダム宣
せん

言
げん

と
日
にっにっ

本
ぽんぽん

の敗
はいはい

戦
せんせん4

ポツダム宣
せん

言
げん
（1945年７月）

それぞれの敗戦① それぞれの敗戦② それぞれの敗戦③

4 敗戦を敗戦戦を敗戦敗戦を告告告告
つつ

げるラジオを聞げるラジオを聞げ ジげるラジオを聞
く人々く人々く人々（大阪市）（大阪市（大阪市）〈朝日新聞社提朝日新聞社提〈朝日新聞社提
供 1945年8月15日撮影〉供 19 5年 月 5日撮影供 1945年8月15日撮影〉

1

1000

1800

580

56

36

30

750500250250500 00
万人

民間人間軍人人

連合国枢軸国
すうじく

4304
310

50

49

40

ド イ ツ

日 本

ルーマニア

ハンガリー

イタリア

ソ 連

中 国

ポーランド

フランス

イギリス

アメリカ

82第二次世界大戦の犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ
〈『ブリタニカ国際大

百科事典』ほか〉

人々はどのような
気持ちで敗戦を
迎
むか

えたのかな。

252
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日
にっにっ

本
ぽんぽん

の「近
きんきん

代
だいだい

国
こっこっ

家
かか

」の建
けん

設
せつ

に向
む

けて，明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

はどのような政
せいせい

策
さくさく

を行
おこなおこな

ったのか，欧
おう

米
べい

の近
きんきん

代
だいだい

化
かか

の推
すい

移
い

を踏
ふ

まえて説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第3節の問いを振り返ろう

p.170~175

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

5

10

15

由
ゆう

」や「権
けん

利
り

」といった思
し

想
そう

を日
にっ

本
ぽん

に紹
しょう

介
かい

しました。これらの思
し

想
そう

は
新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し

などによって広
ひろ

まり，人
ひと

々
びと

の考
かんが

え方
かた

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

え
ました。宗

しゅう

教
きょう

の分
ぶん

野
や

では，明
めい

治
じ

維
い

新
しん

直
ちょく

後
ご

，神
しん

道
とう

を重
おも

んじる政
せい

策
さく

の下
もと

で，仏
ぶっ

教
きょう

寺
じ

院
いん

や仏
ぶつ

像
ぞう

が破
は

壊
かい

されました。しかし，「文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

」が進
すす

む
と，新

しん

政
せい

府
ふ

はキリスト教
きょう

を含
ふく

む信
しん

教
きょう

の自
じ

由
ゆう

を認
みと

めていきました。
一
いっ

方
ぽう

，農
のう

村
そん

では，農
のう

作
さ

業
ぎょう

に結
むす

び付
つ

いた太
たい

陰
いん

暦
れき

が使
つか

われ続
つづ

けるなど，
「文

ぶん

明
めい

開
かい

化
か

」の文
ぶん

化
か

や生
せい

活
かつ

スタイルはすぐには受
う

け入
い

れられませんで
したが，少

すこ

しずつ人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

は変
か

わっていきました。
　　徴

ちょう

兵
へい

令
れい

・地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

・学
がく

制
せい

などの新
あたら

しい政
せい

策
さく

に
対
たい

しては，国
こく

民
みん

の強
つよ

い抵
てい

抗
こう

もありました。
徴
ちょう

兵
へい

令
れい

に対
たい

しては，岡
おか

山
やま

県
けん

などで「血
けつ

税
ぜい

一
いっ

揆
き

」ともいわれる農
のう

民
みん

一
いっ

揆
き

が起
お

こりました。これまでの特
とっ

権
けん

が奪
うば

われた士
し

族
ぞく

も，政
せい

府
ふ

に対
たい

し
て武

ぶ

力
りょく

で反
はん

乱
らん

を起
お

こしました。その多
おお

くは，幕
ばく

府
ふ

を倒
たお

す主
しゅ

力
りょく

であっ
た西

にし

日
に

本
ほん

の士
し

族
ぞく

でした。
地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

についても，茨
いばら

城
き

県
けん

や三
み

重
え

県
けん

で大
おお

きな反
はん

対
たい

一
いっ

揆
き

が起
お

こり
ました。政

せい

府
ふ

は，軍
ぐん

隊
たい

によって一
いっ

揆
き

をしずめましたが，一
いっ

方
ぽう

で農
のう

民
みん

の一
いっ

揆
き

が士
し

族
ぞく

の反
はん

乱
らん

と合
ごう

流
りゅう

することを恐
おそ

れ，1877年
ねん

に地
ち

租
そ

を2.5％

に引
ひ

き下
さ

げました。これらの農
のう

民
みん

たちによる反
はん

対
たい

運
うん

動
どう

の成
せい

果
か

は，
「竹

たけ

やりでどんと突
つ

き出
だ

す二
に

分
ぶ

五
ご

厘
りん

」と歌
うた

によまれました。

→p.150
ひろ

→p.176

→p.170
むす

→p.169オ

新
あたらあたら

しい政
せいせい

策
さくさく

への
反
はん

応
のう →p.173 →p.173

つよよよ

2

→p.173
ふふ た

人物

→p.166

3

8 旧開
かい

智
ち

学校（長野県松
まつ

本
もと

市）　この校
こう

舎
しゃ

は
1876年に建てられ，1963（昭和38）年まで
使われました。〈重要文化財〉

4

日
にっにっ

本
ぽんぽん

に取
とと

り入
いい

れられた欧
おう

米
べい

の文
ぶんぶん

化
かか

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から三
みっみっ

つ書
かか

き出
だだ

して
みよう。

「文
ぶんぶん

明
めいめい

開
かいかい

化
かか

」や政
せいせい

府
ふふ

の政
せいせい

策
さくさく

に，
人
ひとひと

々
びとびと

はどんな反
はん

応
のう

をしたか，説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

1877年
西南戦争
→p.184

1874年
佐賀の乱

1873年
米価値上がり反対

1876年
秋月の乱 しゅうきょう
あきづき

1876年
萩の乱

1872年
「解放令」反対

1877年
コレラ予防反対

1871年
新政府の宗教政策反対

ざつぜいはいし
1874年
雑税廃止要求

はぎ

1876年
敬神党（神風連）の乱
けいしんとう じんぷう

年
れん

べい か

徴兵令反対一揆
地租改正反対一揆
その他の一揆
主な士族の反乱

ち そ かいせい

ちょうへいれい いっ  き

2 の政
せい

策
さく

に反対する
族
く

の反乱（1868～
年） 虹二『明治農民騒擾

の年次的研究』〉

2

江
え

藤
とう

新
しん

平
ぺい

1834～1874

近代日本の
司法制

せい

度
ど

を整
せい

備
び

　佐賀藩の出身で，新政府では近代国家
建設で活

かつ
躍
やく
しました。江

え
戸
ど
を東京と改

かい
称
しょう

して都の新
しん
設
せつ
を提

てい
案
あん
したこと（→p.170）

や民法の編
へん
纂
さん
に関わったこと，司法制度

を整備し，裁
さい
判
ばん
所
しょ
を設置したことなどが

業
ぎょう
績
せき
として知られ，佐賀の七

しち
賢
けん
人
じん
として

たたえられています。しかし，江藤は征
せい

韓
かん
論
ろん
をめぐり，西

さい
郷
ごう
隆
たか
盛
もり
や板

いた
垣
がき
退
たい
助
すけ
らと

ともに政府を去り（→p.179），1874（明
治７）年に士

し
族
ぞく
の不満を訴

うった
えるため，佐

賀の乱を起こしました。

4 地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

反対一
いっ

揆
き

〈東京大学法学部附属明治
新聞雑誌文庫蔵〉

3

191919
明
治
明明
治
明
治
明

175
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p.231

歴史的な背
はい
景
けい
を踏

ふ
まえて，問題の解

かい
決
けつ
を考える。

　社会の新しい動きにあわせて様々な問題が発生し，解決に向けて議論がなされてきました。歴史的な背景を踏まえ，当時の
状況のなかで何が課題とされていたのか，その論点を整理して，解決に向けて考えることが，歴史を学ぶ際には大切です。

11技能を
みがく

231

「母
ぼ

性
せい

保
ほ

護
ご

論
ろん

争
そう

」を考察する −女
じょ

性
せい

のこれからの生き方を三人が激
げき

論
ろん

！

話し合って深めよう  
③グループになって，②の自分の意見を発表し合おう。
それぞれが賛成する意見を実現するために，当時の社
会で一番の問題点は何であったか，当時の民法の内容

（→p.187）や今まで学習したことを踏まえて，話し合っ
てみよう。
④当時問題であったことが，その後どのように解決さ
れたのか，または，解決の途

と

上
じょう

にあるのか，現在の社
会の状況などを踏まえて，予想を話し合ってみよう。

説明しよう  ②女性の社会進出について，あなたは三人のうち，誰の
どのような意見に賛

さん

成
せい

するだろうか。あなたがこの時代の課題と考え
たことを明

めい

確
かく

にして，その理由を説明しよう。

1

2

資料

資料

女性活動家のプロフィール

当時の女性の労働と家事をめぐる環
か ん

境
きょう

4　職業婦人の既
き
婚
こん
率
りつ
（1924年）1 4　主な女性の職業とその平

へい
均
きん
月
げっ
収
しゅう
（1924年）2 4　大正時代の主婦の家事時間3

〈『職業婦人に関する調査』〉

回答者のうちの
既婚者の人数

その
割合

教員 94/132 71.2％

7.0％54/768

タイピスト・
事務員・店員
・看護婦・電
話交換手

かん ご ふ

こうかんしゅ

〈『職業婦人に関する調査』〉

※当時，経済的な自立に必要な月収：約 60円

35円

35円

26円
10円50円

50円

70～100円
学校教員・記者・
速記者・車掌・
女給など

タイピスト

事務員

電話交換手

女工

女中看護婦

しゃしょう

洗濯など
1時間31分 裁縫

2時間40分

育児
4時間05分

買物など
1時間25分

家事労働
16時間06分

家事以外
7時間54分

6時間25分
炊事・掃除

〈『日本20世紀館』〉

すい  じ

せんたく
さいほう

そう  じ

私は，（　　　　　　　　　　　　　）の

（ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　という意見に賛成です。

なぜなら，私は，当時の社会では

（  ）
　　　　　　　　　　という点が課題だと考えたからです。

与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

1878～1942

11人を育てた歌人

　歌集「みだれ髪
がみ
」などを発表し，女性の

自
じ
我
が
を情

じょう
熱
ねつ
的に表現しました（→p.195）。

また，評
ひょう
論
ろん
家
か
としても活動し，男女平

等教育の実
じっ
践
せん
など，女性の自立を訴

うった
え

ました。歌人である与
よ
謝
さ
野
の
鉄
てっ
幹
かん
と結婚

して11人の子どもを育て，文筆活動で
一家の家計を支えました。

平
ひら

塚
つか

らいて
ち ょ う

う
1886～1971

『青
せい

鞜
とう

』を発
はっ

刊
かん

し
女性の権利を宣言
　女性は結婚して夫に従

じゅう
属
ぞく
するという，

当時の女性の生き方に疑
ぎ
問
もん
をもち，青鞜

社を結成して，女性による，女性のため
の雑

ざっ
誌
し
『青鞜』を発刊しました（→p.223）。

1920年には新婦人協会を結成し，女性の
政治集会権の獲

かく
得
とく
に貢

こう
献
けん
しました。年下

の男性と事
じ
実
じつ
婚
こん
し，２児をもうけています。

山
やま

川
かわ

菊
きく

栄
え

1890～1980

男女平等の考えを
広めた社会主義者
　女子英

えい
学
がく
塾
じゅく
（→p.178）で外国の女性解

放運動を学び，高い分
ぶん
析
せき
力と科学的な

視
し
点
てん
から「母性保護論争」に参加していき

ました。1921年には，日本で初めての
女性による社会主義団体を結成しました。
また，第二次世界大戦後には，労働省の
初代婦人少年局長に就

しゅう
任
にん
しています。
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New

New

「人物コラム」一覧
（49名）

章（時代） 人物
第２部

第１章（古代）
孔子，シャカ，イエス，ムハンマド，鑑真，
菅原道真，最澄，空海

第２章（中世） 平将門，源義経，足利義満，雪舟

第３章（近世） 千利休，山田長政，天草四郎，徳川綱吉，
高田屋嘉兵衛，松尾芭蕉

第４章
（近代前）

ワシントン，ナポレオン，マルクス，
ビスマルク，高杉晋作，大塩平八郎，
大浦慶，吉田松陰，福沢諭吉，江藤新平，
西郷隆盛，大久保利通，松浦武四郎，
島義勇，伊藤博文，渋沢栄一，正岡子規

第５章
（近代後）

ウィルソン，ガンディー，原敬，与謝野晶子，
平塚らいてう，山川菊栄，宮沢賢治，
山口淑子，蒋介石，毛沢東，斎藤隆夫

第６章（現代） 吉田茂，湯川秀樹，手塚治虫

※太字：新しく追加された人物
　赤字：女性

p.175

▶未来の社会をつくるため
に参考となる先人たちの
取り組みを，環境・交流・
人権・平和の四つの視点
から紹介しています。

未来への視点を養う
コラム「未来に向けて」
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人々が作物を多く収
しゅう

穫
かく

するため
に行った工

く
夫
ふう

を，本文から箇
か

条
じょう

書きにしてみよう。

特産品などの商品が増
ふ

えたこと
が，交通の発

はっ
展
てん

にどのような影
えい

響
きょう

を与
あた

えたか説明してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

にさまざまな特産物が生まれました。また，輸
ゆ

出
しゅつ

品にもなる硫
い

黄
おう

や
金・銀・銅

どう

・鉄などを採
さい

掘
くつ

する業者も育ってきました。一方，一部

の職業に就
つ

く者たちは河
か わ ら

原者
もの

とよばれ，けがれているとして差別す
る見方も強まっていきました。

　　　　　　　　　宋
そう

銭
せん

に続き明
みん

銭も大量に輸
ゆ

入
にゅう

され，貨
か

幣
へい

はます
ます流通していきました。朝

ちょう

鮮
せん

・中国・琉
りゅう

球
きゅう

など
からの輸入品も増加し，毎月決められた日に開かれる定期市も，月

３回から６回に増
ふ

えました。こうした市
いち

や地方の町や村には，行
ぎょう

商
しょう

人
にん

たちが行き来して商
あきな

いをしました。陸上の運
うん

搬
ぱん

では，馬
ば

借
しゃく

や車
しゃ

借
しゃく

と
いった運

うん

送
そう

業
ぎょう

者
しゃ

が活
かつ

躍
やく

し，海運や河川の交通も盛んになりました。

瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

や日本海には年
ねん

貢
ぐ

や商品を運ぶ大
おお

型
がた

の船が行き交
か

い，各地

の港町では，問（問
とい

丸
まる

）などの運送業者が活躍しました。こうした交

通の発達に目を付けた幕
ばく

府
ふ

や寺社は，交通の要所に関
せき

所
しょ

を作って通

行税
ぜい

を取り立てました。しかし，関所の増加は，しだいに流通経
けい

済
ざい

の妨
さまた

げになっていきました。

　商業や手工業の発達に伴
ともな

って各地の都市も発
はっ

展
てん

し，京都・奈良な
どには，土

ど

倉
そう

（質
しち

屋
や

）や酒
さか

屋
や

がたくさん出来ました。彼
かれ

らは高
こう

利
り

貸
か

し
（金

きん

融
ゆう

業）を営
いとな

んで大きな富を蓄
たくわ

えていました。幕府は，土倉や酒屋

に規
き

制
せい

と保
ほ

護
ご

を加えて税を取り，重
じゅう

要
よう

な財
ざい

源
げん

としました。

盛
さか

んになる
交通と定期市

↓p.80ウ ↓p.78

↓p.59イ，1

↓p.80A2

4 ↓p.80イ，5 ↓p.58B2，6

↓p.80B3

85馬
ば
借
しゃく

〈『石山寺縁起絵巻』（模本，部分） 東京国
立博物館蔵〉

86車
しゃ
借
しゃく
　馬に荷を乗せて運

うん
搬
ぱん
するのが馬

ば

借
しゃく
，牛などに車を引かせて荷を運搬するのが
車借でした。〈『洛中洛外図屛風』（歴博甲本） 重要
文化財 国立歴史民俗博物館蔵〉

未来に向けて

中
ちゅう

世
せい

の老人と子ども，女
じょ

性
せい人権

　絵
え

巻
まき

物
もの

に描
えが

かれている子どもの姿
すがた

を調べると，中世の子どもたちが，
半ば遊びながら大人たちの仕事を手伝い，見習っていたことが分かりま
す。なかでも，子どもたちにとって身近だったのは老人（高

こう
齢
れい

者）でした。
老人は，子

こ
守
もり

などの育児を担
にな

っていたため，同じことを何度も聞きたが
る子どもに，何度も何度も話を聞かせました。こうして昔からの知

ち
恵
え

や
知
ち

識
しき

は，老人から子どもたちへと伝えられたのです。また，子どもたち
も，体が不自由になりがちな老人たちの世話や介

かい
護
ご

を担っていました。
老人と子どもは，このような互

たが
いの働きかけによって，とても親

しん
密
みつ

な関
係にあったのです。
　一方，古代から中世にかけて女性の地位は高く，財

ざい
産
さん

を持つことや相
続することも認

みと
められていました。また奈

な
良
ら

時代までは，生まれた子は
母親に属

ぞく
すると考えられていました。そのため，母方の姓

せい
を名乗る人も

多く，『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』（→p.47）などによれば，娘
むすめ

の結
けっ

婚
こん

には母親の承
しょう

認
にん

が必要
でした。鎌

かま
倉
くら

時代以降に商業が発達し，市
いち

などが各地に出来ると，外で
商
あきな

いをする女性も数多く登場してきました（↓p.80B3）。中世までは，こ
のような女性の地位や権

けん
利
り

が認
みと

められていました。

44大
お
原
はら
女
め
　炭の産地で

あった京都北部の大
おお
原
はら
から，

薪
たきぎ
や炭などを頭上に載

の
せて

都
みやこ
まで売りに来ていた女

じょ
性
せい

たちです。頭に手ぬぐいを
巻
ま
き，筒

つつ
袖
そで
を付けた独

どく
特
とく
な

姿
すがた
は，燃

ねん
料
りょう
に乏

とぼ
しかった都の

人たちの心をとらえていま
した。〈『七十一番職人歌合』（模
本，部分）　東京国立博物館蔵〉

43老人と子ども　
絵
え
巻
まき
には，子ども

と老人の姿
すがた
がよく

一
いっ
緒
しょ
に描

えが
かれま

す。子どもが老人
を助けています。

〈『法然上人絵伝』京
都市 知恩院蔵〉

国
　宝
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p.283

視点 ページ タイトル

環
境

p.51 自然を畏れ敬った古代の人々

p.67 鴨長明が見た自然災害

p.87 自然を生かした信玄堤

p.127 森林伐採と植林

p.143 江戸のごみを利用した農業

p.153 工業の発達と生活環境の悪化

p.203 公害の登場　足尾鉱毒事件

p.205 ハーンと濱口梧陵の「稲むらの火」

p.227 大都市を襲った関東大震災

p.283 現代社会の見直しを迫った東日本大震災

交
流

p.77 東アジアの美，磁器

p.117 日本と朝鮮をつないだ倭館

p.191 エルトゥールル号のきずな

p.197 日本と中国をつないだ人々

p.213 祖国の音楽を紹介したドイツ兵

視点 ページ タイトル
p.217 朝鮮との架け橋となった日本人

p.226 人々を魅了した洋菓子文化

p.278 世界に広がる日本の文化

人
権

p.83 中世の老人と子ども，女性

p.91 庭園造りで活躍した河原者

p.125 差別された人々

p.154 先住民の「涙の旅路」

p.155 奴隷制を告発した『アンクル・トムの小屋』

p.159 世界各地に広がる人権思想・民族意識

p.163 渋染一揆

p.171 差別からの解放運動

p.184 「自由は土佐の山間より」

p.187 日本での選挙の始まり

p.206 差別された人々を描いた文学

p.215 人種差別撤廃への道

視点 ページ タイトル
p.215 社会に羽ばたく女性たち

p.223 全国水平社の結成

p.265 在日韓国・朝鮮人

p.273 男女共同参画社会へ

p.281 日本における先住民族

平
和

p.235 芸術に込めた反戦の意志

p.245 ドイツのユダヤ人迫害に抵抗した日本人

p.247 子どもの文化の変化

p.251 語り継がれる沖縄戦

p.258 旧日本兵の解放

p.263 核兵器開発競争と日本

p.269 現在に残る沖縄の基地問題

p.275 言論の自由の回復と戦争へのまなざし
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歴史の理解を深めるさまざまな視点
多面的・多角的に日本の歴史を捉える視点❷

特色

持続可能な開発目標
（SDGs）に関連する
項目を示しています。

ポイント

※太字：ここで扱っているページ
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